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- 1 -

０．学年暦
本学における学年は４月１日に始まり、翌年３月31日に終わります。各年度の学年暦は年

度により日程が前後しますが、基本的な構成は来年度以降も同様です。

なお、平成18年度学年暦は下記のとおりです。

また、学年暦は総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soken.ac.jp）でも確認す

ることができます。

平成18年度学年暦（Academic Calendar 2006 School year）

2006 School year

［前学期(1st Semester) ］ 2006. 4. 1 ～ 2006. 9.30

春季休業(Spring holiday) 2006. 4. 1 ～ 2006. 4. 5

入学式(Entrance Ceremony) 2006. 4. 6

前学期授業(1st Semester) 2006. 4. 7 ～ 2006. 9.29

夏季休業(Summer holiday) 2006. 7.15 ～ 2006. 8.31

試験(Examination Period) 2006. 9.15 ～ 2006. 9.29

学位記授与式(Graduation Ceremony) 2006. 9.29

［後学期(2nd Semester)］ 2006.10. 1 ～ 2007. 3.31

入学式(Entrance Ceremony) 2006.10.12

後学期授業(2nd Semester) 2006.10. 2 ～ 2007. 2.28

冬季休業(Winter holiday) 2006.12.23 ～ 2007. 1. 3

試験(Examination Period) 2007. 2.15 ～ 2007. 2.28

春季休業(Spring holiday) 2007. 3. 1 ～ 2007. 3.31

学位記授与式(Graduation Ceremony) 2007. 3.23

※ 学生セミナー(春)(Student Seminars(Spring)) 2006. 4. 6～ 4. 7

※ 学生セミナー(秋)(Student Seminars(Autumn)) 2006.10.12～10.13

１．学生生活について
１－１．学籍番号について

学籍番号は在学生個人に与えられる番号です。この番号は、各種事務手続きの際に必

要となりますので、正確に記憶しておく必要があります。
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※正規生

２ ０ ０ ６ ０ １ ０ １

入学年度 個人番号 博士３年の課程の研究科 ：０１から

博士５年の課程の研究科 ：５１から

専攻コード

地域文化学 01 天文科学 09 情報学 17

比較文化学 02 核融合科学 10 遺伝学 18

国際日本研究 03 宇宙科学 11 基礎生物学 19

日本歴史研究 04 加速器科学 12 生理科学 20

ﾒﾃﾞｨｱ社会文化 05 物質構造科学 13 生命体科学 21

日本文学研究 06 素粒子原子核 14 光科学 22

構造分子科学 07 統計科学 15

機能分子科学 08 極域科学 16

※研究生の学籍番号の振り方

上４桁、下２桁は正規生と同様の振り方で行い、「専攻コード」の部分のみ下記

のようになります。

専攻コード

地域文化学 A 1 天文科学 B3 情報学 D3

比較文化学 A2 核融合科学 B4 遺伝学 E1

国際日本研究 A3 宇宙科学 B5 基礎生物学 E2

日本歴史研究 A4 加速器科学 C1 生理科学 E3

ﾒﾃﾞｨｱ社会文化 A5 物質構造科学 C2 生命体科学 F1

日本文学研究 A6 素粒子原子核 C3 光科学 F2

構造分子科学 B1 統計科学 D1

機能分子科学 B2 極域科学 D2

※科目等履修生、聴講生の学籍番号の振り方

科目等聴講生の専攻コードは「Ｎ０」、聴講生の専攻コードは「Ｏ０」となります。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

1－２．学生証

学生には、入学と同時に学生証が配布されます。この学生証は、本学の学生としての身

分を証明するものですので、汚損や紛失などがないよう注意し、常に携帯してください。

●学生証の有効期間は、３年（５年の課程を履修する学生にあっては５年）です。

●修了、退学、除籍等により学生の身分を失ったときは直ちに学生証を返還しなければな

りません。
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●紛失や盗難にあったとき、汚損等により使用不能となったときは、「学生証再発行願」に

より速やかに葉山本部・学生厚生係まで願い出てください

●学生証の有効期間を経過したとき、紛失等に係る学生証が見つかったとき、その他新

たな学生証の交付を受けているときは、旧の学生証は無効で使用できませんので、直

ちに旧の学生証を返還してください。

●学生証再発行願は、総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soken.ac.jp）から

ダウンロードすることができます。

問合せ先◆

葉山本部・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

1－３．各種証明書

●本学で発行できる各種証明書

◎在学生の方

在学証明書（和・英）、成績証明書（和・英）、修了見込証明書（和・英）、健康診断

書（和・英）、通学証明書（和）、教員免許状取得見込証明書（和）、国費外国人留学

生証明書(国費留学生で在留期間を更新する場合等）、研究状況証明書、学割証、

その他の証明書

◎修了生・退学の方

修了証明書（和・英）、成績証明書（和・英）、退学証明書、その他の証明書

●証明書の発行手数料

無料です（平成18年４月１日現在）。ただし、葉山本部から各基盤機関の専攻担当係

以外へ送付を希望する場合は、証明書を送付するための返信用封筒（返信先記載・切

手貼付のこと）を葉山本部・教務係あて送付してください。

●証明書の発行方法

証明書交付申請書（学割の場合は、学割証発行書）を記載のうえ、各基盤機関の

専攻担当係まで提出してください（葉山本部・教務係に直接請求することもできます）。

●証明書交付のうえでの注意

在学証明書（和文）、学割証は、各基盤機関の専攻担当係。その他の証明書は葉山

本部・教務係が発行します。葉山本部で発行する証明書については、郵送等に時間が

かかりますので、２週間程度の余裕をもって申請してください。なお、葉山本部では証

明書交付願が到着してから原則３日以内（土曜、日曜、祝日、12月29日～１月３日を除

く）に各基盤機関の専攻担当係あてに発送します。

●学割証について

学割証はＪＲの乗車区間が片道で100㌔を超えるときに利用できます。

●通学定期券の購入について

自宅と所属する専攻の所在地の最寄り駅までの通学定期券は、学生証の提示により

購入することができますが、私バスなど一部交通機関では購入できない場合がありま

す。この場合は通学証明書を発行しますので、各基盤機関の専攻担当係又は葉山本

部・教務係まで証明書交付申請書により請求してください。
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留学生に係る証明書等について★

●国費外国人留学生証明書について

国費外国人留学生が、ビザの更新時や、宿舎の借上げ等の際に、奨学金の受給状

況についての証明が必要な場合に発行します。

●私費外国人留学生学習奨励費受給証明書について

学習奨励費受給者が、ビザの更新時や、宿舎の借上げ等の際に、学習奨励費の受

給状況についての証明が必要な場合に発行します。

●副申書について

留学生が入国管理局において、資格外活動許可の申請をする際に、提出が求めら

れます。

※ の様式は、総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soken.証明書交付申請書

ac.jp）からダウンロードすることができます。

問合せ先◆

【全般】 葉山本部・教務係 （℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

【留学生関係】 〃 国際交流係（℡：046-858－1527 kokusai@soken.ac.jp）

1－４．各種変更願・変更届等

次のような場合には、変更願又は変更届等を葉山本部・教務係に提出してください。特に

本人・保証人の住所変更は、大学から連絡をするために必要なので、速やかに届け出てく

ださい。

不明な点は各基盤機関の専攻担当係又は葉山本部・教務係に問い合わせください。

○他の研究科に移籍又は転専攻したいとき・・・・・・・ 「移籍・転専攻願」

○休学をするとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「休学願」

○許可された休学期間を繰り上げて復学したいとき・・ 「復学願」
．

○許可された休学期間の満了により復学するとき・・・ 「復学届」
．

○他の大学の大学院に転学するとき・・・・・・・・・・・・・・ 「転学願」

○外国の大学院に留学するとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「留学願」

○退学するとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「退学願」

○他大学で授業科目を履修するとき・・・・・・・・・・・・・・ 「特別聴講派遣学生願」

○ 〃 が終了したとき・・・・・・・・ 「 」特別研聴講派遣学生履修報告書

○他大学において研究指導を受けるとき・・・・・・・・・ 「特別研究派遣学生願」

○ 〃 が終了したとき・・・・・・・ 「 」特別研究派遣学生研究指導報告書

○本人の現住所変更・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「住所等変更届」

○保証人の変更・保証人の住所変更があったとき・・・ 「保証人等変更届」

○学生証を紛失したとき等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「学生証再発行願」

○改姓（改名）するとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「改姓（名）届」

○課外活動団体を設立・又は設立を継続するとき・・・ 「課外活動団体許可・継続願」

○課外活動団体を解散しようとするとき・・・・・・・・・・・ 「課外活動団体解散届」

○課外活動団体が他大学その他組織に加入するとき 「学外団体加入許可願」
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○授業料振替口座の変更・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「預金口座振替依頼書」

○海外へ旅行するとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「渡航届」

※ の様式は、総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soke各種変更願・変更届等

n.ac.jp）からダウンロードすることができます。

注：預金口座振替依頼書は、ホームページからダウンロードすることができないので、

葉山本部・経理係に請求して下さい。

問合せ先◆

【全般】 葉山本部・教務係 （℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

【学生証・課外団体】 〃 ・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

【渡航】 〃 ・国際交流係（℡：046-858－1519 kokusai@soken.ac.jp）

【授業料納付】 〃 ・経理係 （℡：046-858－1514 keiri@soken.ac.jp）

1－５．休学・復学・退学・除籍・再入学・留学

在学中に病気やその他の理由で長期間欠席する場合、本学を退学する場合には所定の

手続きを行う必要があります。

①休学について

１．在学中に病気その他の理由で引き続き２ヶ月以上修学することができない場合は、

所定の「休学願」に必要な事項を記入し、指導教員及び保証人の連署のうえ、所属

する専攻長に提出してください（病気を理由とする場合は医師の診断書が必要で

す）。研究科教授会の承認を得て、休学が許可されます。

２．休学は通算して２年を超えることはできません。

３．休学期間は在学年数に算入しません。ただし学年は休学にかかわらず上昇します。

４．休学が授業料の徴収時期（前期にあっては４月末、後期にあっては10月末）前に許

可された場合は、当該休学許可期間の授業料は免除されます。

５．休学しようとするときは、授業料の納入、休学・復学の時期に関連する授業科目の履

修や在学期間の観点から問題が生じないように、事前に各基盤機関の専攻担当係

に相談してください。

６．日本学生支援機構奨学金受給者は、「休学願」と併せ、「異動願(届)」の提出が必要

です。

②復学について

１．休学を許可された学生は、休学期間が満了したとき、所定の「復学届」に必要事項

を記入し、所属専攻長に提出してください。

２．休学中に、その理由が消滅した場合には復学することができます。所定の「復学願」

に必要事項を記入し、指導教員及び保証人の連署のうえ、所属する専攻長に提出し

てください。研究科教授会の承認を得て復学することができます。

③退学について

１．退学する場合は、所定の「退学願」に必要事項を記入し、指導教員及び保証人の連

署のうえ、所属する専攻長に提出してください。研究科教授会の承認を受け、退学

することができます。
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２．学年の途中で退学する場合でも、原則としてその学期の授業料は徴収されます。

３．退学しようとするときは事前に各基盤機関の専攻担当係に相談してください。

４．日本学生支援機構奨学金受給者は、異動願(届)及び奨学金借用書の提出が必要

です。

④除籍について

学生として納付すべき授業料を納めない者、入学料の免除を不許可とされた者等（徴

収猶予不許可者若しくは許可者）が納入すべき入学料を所定の期日までに納めない者、

在学期限を超えた者及び休学期間を超え、なお修学できない者等は除籍となります。

⑤再入学について

本学の研究科を修了した者又は退学をした者で、本学の研究科に再び入学することを

志願する者は、その研究科の教育研究に支障がないときに限り、選考のうえ、当該研究科

の相当年次に入学が許可されます。

再入学を希望する場合は、事前に各基盤機関の専攻担当係に相談してください。

⑥研究科間の移籍等について

他研究科又は他の専攻に移籍を希望する学生は、事前に指導教員等と十分に相談の

うえ、所定の「移籍・転専攻願」に必要事項を記入し、指導教員及び保証人の連署のう

え、所属する専攻長に提出してください。

⑦転学について

他の大学の大学院に転学を希望する学生は、所定の「転学願」に必要事項を記入し、

指導教員及び保証人の連署のうえ、所属する専攻長に提出してください。

⑧留学について

外国の大学の大学院に留学し、教育を受ける場合は、所定の「留学願」に指導教員及

び保証人連署のうえ、所属する専攻長に提出して下さい。研究科教授会の承認を受け、

留学することができます。

１．留学期間は、原則として１年以内ですが、やむを得ない事情があると認められたとき

は、原則として引き続き１年以内に限り、その延長を許可することができます。

２．留学期間中も授業料の納付が必要です。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

１－６．学生相談窓口

●一般的な学生生活上の相談について

学生生活上の一般的な相談は、各基盤機関の専攻担当窓口又は葉山本部・学生厚生

係において受け付けています。

●ハラスメント相談について

本学では、セクシャルハラスメント、アカデミックハラスメント等の防止及び苦情処理の手

続等を行うため、「ハラスメントの防止等に関する規程」を置き、学生等の教育研究環境の

維持につとめています。

相談員の氏名・連絡方法等については、各基盤機関の専攻担当係又は葉山本部・学

生厚生係に問い合わせてください。
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●メンタルヘルス相談について

学生生活を送るにあたって、対人関係、自分の性格等について悩みほか、「心の健康」

に関する悩み事について、本学ではメンタルヘルス相談を設けています。

メンタルヘルス相談は、各基盤機関で月１回程度、カウンセラーによる相談の機会を設

けているほか、常時、Ｅメールによる相談も受け付けています。

※カウンセラーによるメンタルヘルス相談の実施日は、各基盤機関専攻担当係まで

問い合わせてください。

※メンタルヘルスに関するＥメール相談：soudan@soken.ac.jp（本学学生専用）

問合せ先◆

葉山本部・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

１－７．健康診断・健康管理

本学では、全学生（非正規生を除く）に年１回、健康診断を実施しています。詳細は各基

盤機関の専攻担当係又は葉山本部・学生厚生係に問い合わせてください。

問合せ先◆

葉山本部・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

1－８．授業料について

①授業料の額

年額 ５３５，８００円（平成18年度の額）

※授業料が改訂された際は、改訂後の額が適用されます。

②授業料の納付方法

１． 納付いただきます。授業料の年額のうち半期分を前・後期毎に

２．授業料は、原則として登録された預金口座から引き落としとなります。

３．預金口座からの引き落としを行うため、「預金口座振替依頼書・自動払込利用申込

書」による届出が必要です。また、預金口座を変更する場合も同様の届出が必要で

す。

４．「預金口座振替依頼書・自動払込利用申込書」が必要な方は、葉山本部・経理係に

請求してください。

５．預金口座からの引き落とし 本学が指定する金融機関の口座へ振込によりによらず、

授業料を納付することもできます。希望する場合は、葉山本部・経理係まで申し出

てください。

前期分授業料納付の際、後期分授業料も併せ、一括して納付することもでき６．

ますので、希望する場合は葉山本部・経理係あて申し出てください。

７ いったん納付された授業料は原則として返還できません。．

③納付時期

１．授業料の預金口座からの引き落とし日は、前期分は４月27日、後期分は10月27日

(当該日が金融機関の休日の場合は翌営業日)です。授業料の引き落としを行う預

金口座に授業料相当額を引き落とし日の前日までに用意してください。預金残高不

足等の理由により、預金口座からの引き落としができなかった場合は、翌月の27日
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(当該日が金融機関の休日の場合は翌営業日）になります。なお、預金口座からの

引き落としに伴う手数料は不要です（本学負担）。

２．納付期限までに授業料を納付しない者は学則の定めにより除籍されます。

３．授業料未納の場合は、修了・休学･退学等の身分異動は認められません。

４．授業料納付が遅れる場合は、各基盤機関の専攻担当係に相談してください。

④授業料免除・徴収猶予

●授業料免除の対象者

(1) 経済的理由により授業料の納付が困難であり、かつ学業優秀と認められる者

(2) 授業料の各期ごとの納期前６ケ月以内において、学生の学資を主として負担して

いる学資負担者が死亡し又は本人若しくは学資負担者が風水害等の災害を受け

たことにより、授業料の納付が著しく困難であると認められる者

(3) その他(2)に準ずる場合であって、学長が相当と認める事由がある者

●授業料猶予の対象者

(1) 経済的理由により納付すべき時期までに授業料の納付が困難であり、かつ、学

業優秀であると認められる場合

(2) 行方不明の場合

(3) 学生又は学資負担者が災害を受け、授業料の納付が困難であると認められる場

合

(4) その他やむを得ない事情があると認められる場合

手続き●

免除又は徴収猶予を希望する者は、前期にあっては４月30日、後期にあっては10

月31日までに、次の書類を葉山本部・学生厚生係に提出してください（年度により〆

切日が異なります。別途通知しますので、その期間内に行ってください）。

(1) 授業料免除願(免除申請者の場合)

(2) 授業料徴収猶予願(徴収猶予申請者の場合。免除申請者の場合も併せて必要)

(3) 家庭調書

(4) 証明書類（次のア～エのうち、該当する証明書類を添付すること）

ア 学資負担者が死亡したことにより申請する場合は、死亡診断書、死体検案書

等死亡の事実を証明する書類

イ 災害を受けたことにより申請する場合は、罹災証明書及び罹災額の証明書類

（市区町村、警察署又は消防署等発行）

ウ 所得等に関する証明書類

エ その他参考となる証明書類

●授業料免除の額

授業料の免除が許可された者は、当該学期に納付すべき授業料の全額又は半額

が免除されます。

●注意事項

１．授業料免除願を提出し、受理された者は、免除の許可又は不許可が決定される

までの間、授業料の納付が猶予されます。

２．審査の結果、授業料免除が許可されなかった者又は半額免除を許可された者
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は、納付期限までに指定された金額の授業料を納付しなければなりません。

●身分異動に伴う授業料の取扱い

休学・退学の時期により、授業料の取扱いが異なります。 →「１－５．休学・退学・

除籍・再入学・留学」（Ｐ５ページ）参照。

国費外国人留学生●

国費外国人留学生の奨学金を受給している者は、授業料を納付する必要がありま

せん。

問合せ先◆

【全般】 葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

【免除・猶予】 〃 学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

【留学生】 〃 国際交流係（℡：046-858－1519 kokusai@soken.ac.jp）

【授業料納付】 〃 経理係 （℡：046-858－1514 keiri@soken.ac.jp）

1－９．学生保険への加入について

本学では、万一の事故に備え、全ての学生に対し、日本国際教育支援協会の「教育研究

災害傷害保険」及び「学研災付帯賠償責任保険」への加入を義務づけています。

入学する際、標準修業年限（３年課程の者は３年、５年課程の者は５年）の期間について

加入いただきます。加入期間満了日以降も本学学生として在学する場合は、再加入する必

要があります。

休学等の身分異動が生じた際は、所定の手続きが必要となります（保険の適用範囲ほか

変動する場合があります。詳細は葉山本部・学生厚生係あて問い合わせてください）。

また、万一、事故や傷害が発生した場合は、直ちに葉山本部・学生厚生係に報告するとと

もに、所定の様式を請求し、届けを提出することが必要です。また、治療が完了したら、同じ

く葉山本部・学生厚生係で請求手続きをしてください。

○教育研究災害傷害保険

学生が教育研究活動中、通学途中・課外活動中に不慮の事故により負傷・後遺障害

あるいは死亡といった災害を被った場合、治療費等の経済的負担を軽減するもの。

○学研災付帯賠償責任保険

学生が国内で正課、学校行事、およびその往復途中で、他人にケガをさせたり、他

人の財物を破損したことにより被る法律上の損害賠償を補償するもの。

問合せ先◆

葉山本部・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

1－10．留学生に対する支援について

医療費補助制度●

留学生が日本国内の国民健康保険などを取り扱う医療機関で病気やけがの治療を

受け、医療費を支払った場合、その医療費の一部を補助する制度です。申請する場合

には、医療費領収証書等を添えて、各基盤機関の専攻担当係を通じて、毎月10日頃ま

でに葉山本部・国際交流係へ提出してください。

詳細については、下記ホームページを参照してください。
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ホームページ（日本学生支援機構）

http://www.jasso.go.jp/scholarship/iryouhi.html

住宅総合補償制度●

本制度は、外国人留学生が民間宿舎等へ入居するにあたり、保証人を探す困難さと

保証人の精神的・経済的負担を軽減し、外国人留学生の民間宿舎等への円滑な入居

を支援することを目的としたものです。詳細については、下記ホームページを参照して

ください。

ホームページ（日本国際教育支援協会） http://www.jees.or.jp/crifs/

外国人留学生の宿舎について●

本学には固有の留学生用宿舎はありませんが、各基盤機関にある宿舎等を学生が

利用できる場合もあります。詳細は各基盤機関の専攻担当係に問い合わせてください。

その他東京国際交流館等の一般公募については随時通知します。

問合せ先◆

葉山本部・国際交流係（℡：046-858－1519/1527 kokusai@soken.ac.jp）

1－11．課外活動について

学生は、本学の教育目的に沿い、かつ課外活動を目的とする団体を設立することができ

ます。課外活動団体に関する手続は、下記の区分により行う必要があります。

手続の種類 願い出・届出の様式 手続の時期

新たに課外活動団体 課外活動団体許可・継続願 随時

を設立しようとするとき

翌年度の５月以降も課 課外活動団体許可・継続願 継続する年度の４月末日

外活動団体の設立を

継続するとき

課外活動団体を解散 課外活動団体解散届 随時

しようとするとき

課外活動団体が他大 学外団体加入許可願 随時（ただし先方からの加入

学その他組織に加入 許可の証明等を必要とする場

しようとするとき 合は、事前に相談のこと。）

問合せ先◆

葉山本部・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）
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２．奨学金等について
２－１．日本学生支援機構の奨学金について

●日本学生支援機構について

日本学生支援機構は、法律に基づき設立された機関であり、教育の機会均等に寄与

するため学資の貸与その他学生等の修学援助を行うことにより、時代の社会を担う豊かな

人間性を備えた創造的人材の育成に資することを目的としています。奨学金は、経済的

理由により修学に困難がある優れた学生等に対し貸与されます。また、卒業後返還された

奨学金は、後輩の奨学金として再び活用されます。

奨学金貸与の趣旨●

大学院の奨学金は、教育・研究者、高度の専門性を要する職業人の育成を目的とし

て、貸与するものです。

貸与月額と貸与期間●

（1） 貸与月額（平成18年度の額）

○第一種奨学金（無利子貸与）

区 分 貸与月額

博士課程(３年課程) 122,000円

博士課程(５年課程)３～５年次

博士課程(５年課程)１・２年次 88,000円

○第二種奨学金（有利子貸与）

月額は５万、８万、10万、13万から選択

※このほか、家計急変の事由が生じたことによる「緊急採用」、家計急変の事由によ

る経済困難が継続すると見込まれる者に対する「応急採用」の制度があります。詳

細は葉山本部・学生厚生係あて問い合わせてください。

（2） 貸与期間

貸与期間は、原則として当該課程の標準修業年限内です。

出願資格及び出願の手続き●

葉山本部・学生厚生係へ問い合わせください。

推薦と選考●

（1） 本学では、願書、成績その他の資料を基にして、出願者の人物・健康・学力および

素質・修学困難の程度などについてその資格を検討し、学内の選考委員会に諮り「推

薦基準」に合致していると認められる者を日本学生支援機構へ推薦します。

（2） 日本学生支援機構では、願書、調書等による書類審査を行い、採用を決定します。

採用決定の時期と通知方法●

（1） 採用決定の通知は、大学から推薦書類送付後およそ２か月以内です。

（2） 採用された人には、日本学生支援機構から学長を通じて通知します（採用されなか

った人には通知しません）。

（3） 直接、日本学生支援機構に問合わせても回答されません。

奨学金の交付●

（1） 銀行の本・支店・出張所で、本人名義の普通預金口座を開設してください。
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（2） 奨学金は、原則として毎月１回、銀行の普通預金口座に振り込みます。

（3） 第１回の交付は、３ヶ月分を３ヶ月後に一括交付となります。

奨学生の心得●

（1） 奨学生は、日本学生支援機構の定める奨学生規程、その他の規定を守り、日本学

生支援機構及び大学の指示に従うとともに、奨学生としての資質の維持向上に努める

必要があります。

したがって、学業成績が不振であったり、大学内外の規律を乱したり、その他性行状

況が奨学生として適当でないと認められるときは、奨学金の交付が打切られます。ま

た、家計が好転したときは、奨学金を辞退してもらうことになります。

(2) 奨学生に採用された後、定職についた場合は、原則として奨学金を辞退することとな

ります。

奨学金の返還●

貸与終了してから６か月経過した後、定められた期間内に、郵便局又は銀行の口座振

替によって返還することになります。割賦方法は、月賦、半月賦、年賦、月賦・半年賦の中

から選択できますが、計画的に確実な返還をするためには１回あたりの負担が少なくて返

還しやすい月賦が便利です。

奨学金の返還猶予●

学部及び修士・博士前期課程で奨学金の貸与を受けており、本学へ進学したときは

「在学届」の提出により返還が猶予されます。

第一種奨学金の返還免除制度について★

平成16年度より、従来の教育・研究職に一定期間以上在職した場合の返還免除

制度が廃止され、在学中に特に優れた業績を上げた者を対象に、奨学金の全額又

は一部を返還免除する制度が新設されました（平成15年度以前に貸与を開始され

た方には、教育・研究職の返還免除制度が適用になります）。

この制度における特に優れた業績による返還免除の認定は、専門分野に関する

論文やその他業績等を総合的に評価することにより行います。

問合せ先◆

葉山本部・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

日本学生支援機構学生生活部 ℡：03-3951-9100

２－２．日本学術振興会特別研究員制度について

趣旨●

この制度は、優れた若手研究者を、ある期間流動性を持たせて自由な発想と幅広い視

野を身につけさせながら、我が国の学術研究の将来を担う独創性豊かな研究者として養

成・確保するため、特別研究員として採用し、研究奨励金を支給するとともに研究費を交

付して、大学等において学術研究に専念させるものです。
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対象分野・応募資格●

人文・社会科学及び自然科学分野

採用年度の４月１日現在、34歳未満（医学、歯学又は

獣医学を履修する課程に在学する者は36歳未満）

採用年度の４月１日現在、我が国の大学院博士課程に

Ｄ 在学し、次のいずれかに該当する者（外国人も含む）

Ｃ ①一貫制の博士課程第３年次に在学する者

１ ②後期３年の課程のみの博士課程第１年次に在学する者

※博士課程後期等への進学予定者を含む

応募資格 採用年度の４月１日現在、我が国の大学院博士課程に

Ｄ 在学し、次のいずれかに該当する者（外国人も含む）

Ｃ ①一貫制の博士課程第４年次以上の年次に在学する者

２ ②後期３年の課程のみの博士課程第２年次以上の年次

に在学する者

※採用年度の４月１日において博士課程に標準修業年限

を越えて在学することになる者は、特別研究員－ＰＤに

申請すること

採用期間 ＤＣ１ ～３年間 ＤＣ２ ～２年間

研究奨励金 月額 ２００,０００円（平成1７年度の支給額）

科学研究費補助金 毎年度 １５０万円以内（平成1７年度の支給額）

(特別研究員奨励費)

※日本学術振興会のホームページ（http：//www．jsps．go．jp/j-pd/main.htm）もご

覧ください。

問合せ先◆

葉山本部・研究協力係（℡：046-858－1539 kenkyo@soken.ac.jp）

日本学術振興会総務部研究者養成課 ℡：03-3263-5070

２－３．日本学術振興会海外特別研究員制度について

制度概要●

優れた若手研究者に、その研究生活の初期において、自由な発想のもとに主体的に

研究課題等を選びながら研究に専念する機会を与えることにより、大学院博士課程在学

者及び大学院博士課程修了者等で、優れた研究能力を有し、大学その他の研究機関で

研究に専念することを希望する者を「特別研究員」に採用し、研究奨励金を支給する制度

です。

対象分野・応募資格●

人文・社会科学及び自然科学の全分野

採用年度の４月１日現在、年齢34歳未満（医学、歯学又は

獣医学を履修する課程に在学する者及び当該課程を修了し

た者については、36歳未満）で、次のいずれかに該当する者

であること。
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①我が国の大学等学術研究機関、国立試験研究機関等に

所属する常勤の研究者

②我が国の大学等学術研究機関、国立試験研究機関等に

応募資格 所属する常勤の研究者を志望する者で、博士の学位を有

する者あるいは採用年度の前年度末までに博士の学位を

取得する見込みである者（人文・社会科学の分野の課程に

在学したあるいは在学している者で、博士課程に標準修業

年限以上在学し、所定の単位を修得のうえ退学した者ある

いは採用年度の前年度末までにその見込みである者も含

む）。

支給経費 ①往復航空賃

②滞在費・研究活動費（派遣先国によって異なる）

※日本学術振興会のホームページ（http：//www．jsps．go．jp/j-ab/main.htm）もご

覧ください。

問合せ先◆

葉山本部・研究協力係（℡：046-858－1539 kenkyo@soken.ac.jp）

日本学術振興会総務部研究者養成課 ℡：03-3263-3576

２－４．国の教育ローンについて

本学の在学生（入学生含む）は、「国の教育ローン」を利用することができます。「国の教

育ローン」は教育のために必要な資金を融資する公的な制度で、融資は、学生一人につき

150万円以内、返済期間は８年以内です。

詳しくは、最寄りの国民金融公庫各支店または教育ローンコールセンター（ナビダイヤル

0570－008656又は03－5321－8656）に問い合わせください。

ホームページ http：//www．kokukin．go．jp

２－５．その他の奨学支援（研究助成）について

●民間団体奨学金について

民間団体の募集する奨学支援（研究助成）に関する情報は、総合研究大学院大学ホ

ームページ（http://www.soken.ac.jp）に掲載されています。応募方法は、民間団体毎で

異なりますので、掲載情報を確認のうえ、十分な時間的な余裕をもって申し込んでくださ

い。

●総合研究大学院大学長倉研究奨励賞について

本学の学生のうち特に優秀な学生の研究を奨励し、先導的な学問分野を開拓すること

を目的に、本学の初代学長長倉三郎氏からの寄付金をもとに設けられた褒賞制度です。

各専攻からの推薦に基づき、長倉研究奨励賞選考委員会において受賞者が決定されま

す。

問合せ先◆

【研究助成・長倉賞】葉山本部・研究協力係（℡：046-858－1539 kenkyo@soken.ac.jp）

【奨学金】 〃 学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp)
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２－６．留学生に対する奨学金等の制度について

国費外国人留学生奨学金（国内採用）について●

文部科学省では、私費外国人留学生の勉学意欲を高め、留学生交流の一層の推進を

図る観点から、私費留学生の中から、特に学業成績が優秀な者を国費外国人留学生に

採用しています。募集時期は例年８月頃、文部科学省への書類提出時期は12月上旬で

す。詳細については、下記ホームページを参照ください。

ホームページ（文部科学省）

http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/main4_a3.htm

私費外国人留学生学習奨励費について●

日本学生支援機構では、我が国の大学等に在籍する私費外国人留学生等で、学業、

人物ともに優秀かつ経済的理由により修業が困難である者に対する育英奨学制度を実施

しています。募集時期は、例年４月頃、日本学生支援機構への書類提出締切時期は、５

月下旬です。詳細については、下記ホームページを参照ください。

ホームページ http://www.jasso.go.jp/scholarship/shoureihi.html

民間財団等奨学金について●

民間団体の募集する奨学支援（研究助成）に関する情報は、総合研究大学院大学ホ

ームページ（http://www.soken.ac.jp）に掲載されています。応募方法は、民間団体毎で

異なりますので、掲載情報を確認のうえ、十分、時間的な余裕をもって申し込んでくださ

い。なお、上記の私費外国人留学生学習奨励費及び民間財団等奨学金（大学推薦）の

申請を希望する場合には、「民間財団等奨学金受給申請書」を前期分については３月下

旬頃、後期分については９月下旬頃に提出してください。

問合せ先◆

葉山本部・国際交流係（℡：046-858－1519/1527 kokusai@soken.ac.jp）
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３．履修について
３－１．履修に関する一般的な留意事項

１．学生は、学期の始めに、その学期に履修しようとする授業科目を選択し、指定された期日

までに履修登録を行わなければなりません。未登録のまま授業を聴講しても単位は与え

られません。

２．授業科目の履修計画及び研究計画等の作成にあたっては、主任指導教員とよく相談し

てください。

３．履修登録は、「履修届」により、所定の期間に行ってください（履修登録期間は別に通知

します）。履修届の提出にあたっては、主任指導教員の承認を得る必要があります。

４．「履修届」の様式は、各基盤機関の専攻担当係、葉山本部・教務係で入手できるほか、

総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soken.ac.jp）からダウンロードすることが

できます。

５．各専攻で開設する授業科目名及び授業科目の概要は、「３－10．各研究科・専攻の授業

科目の概要」（25ページ～）を参照してください。

６．履修登録により、履修が認められた授業科目について、授業科目毎に定められる一定の

成績を修めた学生に対して、所定の単位が与えられます。

７．不合格となった授業科目については再履修が可能ですが、一度合格した授業科目の再

履修は認められません。

８．履修登録に関して不明な点があるときは、事前に各基盤機関の専攻担当係又は葉山本

部・教務係に相談して指示を受けてください。

３－２．修了要件・授業科目の履修

１．博士課程を修了するためには、以下の要件を満たさなければなりません。

●後期３年の課程に在学する者

○研究科に 在学すること。３年以上

○研究科が専攻ごとに研究科の履修規程に定める所定の単位数以上を修得するこ

と（単位修得の義務がない専攻を除く）。

○指導教員から必要な研究指導を受けた上、 の審査及び試験に合格する博士論文

こと。

○所定の学費等を納めていること（授業料等免除者を除く）。

●５年の課程に在学する者

○本学の研究科に 在学すること。５年以上

○本学の研究科の履修規程に定める30単位～42単位（専攻により異なる）以上を修

得すること。

○指導教員から必要な研究指導を受けた上、 の審査及び試験に合格する博士論文

こと。

○所定の学費等を納めていること（授業料等免除者を除く）。

２．課程を修了するために各専攻が定める必要な単位数は以下のとおりです。
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研究 専 攻 修了に必要な単位数及び要件

科 要 件単位

専攻が開設する必修基礎科目４単位、地域文化学 比較文化学専攻が開設する授業科地域文化学専攻 12 ･

目 単位以上を含む、計１２単位以上8

専攻が開設する必修基礎科目４単位、地域文化学 比較文化学専攻が開設する授業科文 比較文化学専攻 12 ･

目 単位以上を含む、計１２単位以上化 8

必修科目１２単位科 国際日本研究専攻 12

専攻が開設する授業科目 単位以上を含む、計１２単位以上学 日本歴史研究専攻 12 6

専攻が開設する授業科目 単位以上を含む、計１２単位以上ﾒﾃﾞｨｱ社会文化専攻 12 6

専攻が開設する授業科目 単位（共通科目２単位以上含む）以上を含む、計１２単位以上日本文学研究専攻 12 8

年課程 構造分子科学 機能分子科学専攻が開設する専攻専門科目から４２単位以上構造分子科学専攻 5 42 ･

共通専門基礎科目から４単位以上、総合教育科目から１単位以上を含めること。

年課程 構造分子科学 機能分子科学専攻が開設する専攻専門科目から１２単位以上。3 12 ･

共通専門基礎科目から２単位以上、総合教育科目から１単位以上を含めること。

年課程 構造分子科学 機能分子科学専攻が開設する専攻専門科目から４２単位以上。機能分子科学専攻 5 42 ･

共通専門基礎科目から４単位以上、総合教育科目から１単位以上を含めること。物

年課程 構造分子科学 機能分子科学専攻が開設する専攻専門科目から１２単位以上。3 12 ･

共通専門基礎科目から２単位以上、総合教育科目から１単位以上を含めること。理

年課程 専攻専門科目（天文科学考究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、天文科学基礎演習から２科目、研究中間天文科学専攻 5 42

レポートの１８単位を含める）及び共通専門基礎科目（観測天文学概論・理論天文学概論科

の４単位含める）から４２単位以上

年課程 専攻専門科目（天文科学考究Ⅱ、ⅢⅣの６単位含める）及び共通専門基礎科目（観測天学 3 12

文学概論・理論天文学概論の４単位含める）から１２単位以上

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目、総合教育科目から４２単位以上核融合科学専攻 5 42

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目、総合教育科目から１２単位以上3 12

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目から４２単位以上宇宙科学専攻 5 42

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目から１２単位以上3 12

年課程 加速器科学 物質構造科学・素粒子原子核専攻が開設する専攻専門科目、共通専門科加速器科学専攻 5 30 ･

高エ ｡目、総合教育科目から３０単位以上

ネル 3 － －年課程

年課程 加速器科学 物質構造科学・素粒子原子核専攻が開設する専攻専門科目、共通専門科ギー 物質構造科学専攻 5 30 ･

目、総合教育科目から３０単位以上加速

器科 3 － －年課程

年課程 加速器科学 物質構造科学・素粒子原子核専攻が開設する専攻専門科目、共通専門科学 素粒子原子核専攻 5 30 ･

目、総合教育科目から３０単位以上

3 － －年課程

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目（８単位以上を含めることを推奨）から４０単位以上。統計科学専攻 5 40

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目から１０単位以上。複 3 10

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目（８単位を必ず含める）から４０単位以上。合 極域科学専攻 5 40
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年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目（４単位を必ず含める）から１０単位以上。科 3 10

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目から４０単位以上。学 情報学専攻 5 40

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目から１０単位以上。3 10

年課程 専攻専門科目、共通専門科目、総合教育科目から３０単位以上遺伝学専攻 5 30

生 3 － －年課程

年課程 専攻専門科目、共通専門科目、総合教育科目から３０単位以上命 基礎生物学専攻 5 30

科 3 － －年課程

年課程 専攻専門科目、共通専門科目、総合教育科目から３０単位以上学 生理科学専攻 5 30

3 － －年課程

専攻専門科目、総合教育科目から１０単位以上先導 生命体科学専攻 10

専攻専門科目、総合教育科目から１０単位以上科学 光科学専攻 10

４．各研究科の以下の表の在学年数（休学期間を除く）を超えて在学することはできません。

研究科 専攻 在学年数

文化科学 各専攻 ５年

物理科学 構造分子科学・機能分 ３年課程 ６年

子科学・宇宙科学 ５年課程 ８年

天文科学・核融合科学 ３年課程 ５年

５年課程 ８年

高ｴﾈﾙｷﾞｰ加 各専攻 ３年課程 ５年

速器科学 ５年課程 ８年

複合科学 各専攻 ３年課程 ６年

５年課程 ８年

生命科学 遺伝学・基礎生物学 ３年課程 ５年

５年課程 ８年

生理科学 ３年課程 ６年

５年課程 ８年

先導科学 各専攻 ５年

５．研究科の各専攻で授与される学位に付記する専攻分野の種類については、「４－１．学

位」（137ページ）を参照してください。

６．所属する専攻以外の他研究科（専攻）の授業科目を履修することもできます。他研究科

（専攻）で履修したい授業科目がある場合は、履修することが可能か事前に各基盤機関

の専攻担当係又は葉山本部・教務係まで問い合わせてください。なお、専攻の修了単

位に含めることができるかは、専攻により扱いが異なります。

７．４に掲げる表の在学年数に達し、いわゆる「満期退学」を希望する場合は、退学願を提出

する必要があります。

８．所属専攻において「優れた研究業績をあげた者」と認められた場合は、在学期間を短縮

して修了することができます。詳細は、各基盤機関の専攻担当係又は葉山本部・教務係

まで問い合わせてください。
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問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

（授業科目の概要）３－３．各研究科・専攻に置く授業科目

各研究科・専攻の授業科目は、各研究科の履修規程に定められており、各授業科目の内

容及び担当教員については、「３－10．各研究科・専攻の授業科目の概要」（25ページ～）

に掲載されています。

「各研究科・専攻の授業科目の概要」は、総合研究大学院大学ホームページ（http://ww

w.soken.ac.jp）でも確認することができます。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

３－４．総合教育科目について（全学共同教育研究活動）

本学では、各専攻における専門的教育研究に加え、専門を超えた総合的な教育研究を

推進することを目的に大学全体あるいは研究科において、各種事業を実施しています。この

うち授業科目として開講されているものが総合教育科目です。総合教育科目には、学生セミ

ナー、総研大レクチャー等がありますが、実施時期及び内容は各年度により異なりますの

で、詳しくは各基盤機関の専攻担当係又は葉山本部・教務係まで問い合わせてください。

また、総合教育科目（全学共同教育研究活動）については随時、総合研究大学院大学ホ

ームページ（http://www.soken.ac.jp）に掲載されますので確認してください。

※授業科目の単位授与の有無・単位数は事業により異なります。また修了要件の単位

数に含めるかは、研究科・専攻により異なりますので、事前に確認してください。

現在（平成18年４月１日現在）、実施されている事業について紹介します。

●学生セミナー

学生が主体となって作成する実施計画に基づき、各研究科・専攻に共通する課

題について、学生及び教員等による意見発表・討議等を行うことにより、幅広い視

野の修得及び相互交流を深めることを目的として、原則として前・後期各１回開講

されます。セミナーに出席し、レポート課題等を提出のうえ、所定の基準に達した

者には単位が与えられます。

●総研大レクチャー

新たな学問領域の開拓につながる科学の総合化、現代社会が抱える今日的な

重要課題を視野に入れた人間の総合化を目的とした集中講義を開講することで、

学生に総合性及び国際的通用性を修得させることを目指しています。実施内容・

時期・履修方法・単位の有無などは、事業毎に取扱いが異なりますので、事前に

確認してください。

●e-learning

サーバーからダウンロード又はCD-ROMの貸出しなど電磁的な機器を介して授

業が行われるものを言います。e-learning形式による授業科目は、総合研究大学

院大学ホームページに掲載されております。また、授業科目により取扱いが異なる
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ので、事前に履修方法について確認してください。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

３－５．資格取得のための授業科目の履修

教員免許状●

教員免許状は、「教育職員免許法施行規則」（昭和29年文部省令第26号）に則り、文部

科学省から課程認定を受けた機関において、教育職員免許法で定められた課程による教

育を受け、単位を修得した者が申請し、取得することができます。

本学では、文化科学研究科地域文化学専攻及び比較文化学専攻の２専攻が課程の

認定を受けています。

なお、地域文化学専攻及び比較文化学専攻以外の学生が専修免許状を取得するに

は、本学以外の教職課程の認定を受けている他大学に科目等履修生等により入学し、必

要な単位数を修得する必要があります。

課 程 現に有する１種免許状 授与の所要資格を得るこ

（専攻） とができる専修免許状

文 地域文化学専攻 高等学校教諭１種免許状 高等学校教諭専修免許状

化 （地理歴史） （地理歴史）

科 中学校教諭１種免許状 中学校教諭専修免許状

学 （社会） （社会）

研 比較文化学専攻 高等学校教諭１種免許状 高等学校教諭専修免許状

究 （公民） （公民）

科 中学校教諭１種免許状 中学校教諭専修免許状

（社会） （社会）

※免許状取得の要件

（注１） 本研究科入学以前に中学校教諭１種免許状又は高等学校１種免許状を取得して

いること（当該各免許状の所要資格を得ている者を含む）が必要です。

（注２） 各課程（専攻）が開設する授業科目について24単位以上修得すること。

（注３） 免許状の申請は、本人が住所地又は教員採用学校所在地の授与権者（都道府

県教育委員会）に対して行ってください。また、免許状授与証明書の請求は授与権者

に行ってください。

その他の資格取得について●

本学では、その他の資格取得に必要な授業科目は設置されていません。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

３－６．国際大学院コースについて

本学では、外国人留学生に対して、英語による授業及び研究指導等による特別コース（３

年博士後期課程のみ）を実施しています。これは、標準修業年限内に博士後期課程を修了

させることを目的とする10月入学の履修コースです。学生は、本コースを実施するいずれか
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の専攻に所属するものとし、国費外国人留学生の特別枠により採用された者は国費の奨学

金を受給することができます。

問合せ先◆

葉山本部・国際交流係（℡：046-858－1519/1527 kokusai@soken.ac.jp）

３－７．他大学における授業科目の履修

学生は、研究科長の許可を受けて、本学と協議（交流協定等）した他大学の授業科目を

履修することができ、一定の単位数（５年の課程にあっては10単位。３年の課程にあっては４

単位（授業科目の修得を要しない専攻の課程を除く））まで本学の修了要件の単位数に含

めることができます。

本学と交流協定を締結している他大学の授業科目を履修する場合、他大学において入

学料・授業料は徴収されません（実験実習等に要する実費を除く）。

履修に際しては、事前に「特別聴講派遣学生願」を各基盤機関の専攻担当係へ提出して

ください。

なお、本学と交流協定を締結している大学は以下の表のとおりです。各大学における受

講可能な授業科目については、各基盤機関の専攻担当係又は葉山本部・教務係まで問い

合わせてください。

「特別聴講派遣学生願」の様式は、総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soke

n.ac.jp）からダウンロードすることができます。

本学と交流協定を締結している大学（国内）

平成18年４月現在

交流協定を締結している大学 交流が可能な本学の研究科

文化 物理 高エ 複合 生命 先導

東京工業大学 全研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

お茶の水女子大学 全研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

名古屋大学 医学研究科 △１

東京大学 理学系研究科 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○情報理工学系研究科

国際基督教大学 全研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

京都大学 △2アジア・アフリカ地域研究研究科

大阪大学 △2人間科学研究科

神戸大学 △2総合人間科学研究科

千葉大学 △3人文社会科学研究科

京都文教大学 △2文化人類学研究科

麻布大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○獣医学研究科,環境保健学研究科

神奈川大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○法学研究科,経済学研究科,経営学研

究科,外国語学研究科,理学研究科,工

学研究科,歴史民俗資料学研究科

神奈川工科大学 工学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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関東学院大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○文学研究科,経済学研究科,法学研究

科,工学研究科

北里大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○基礎生命科学研究科,医療系研究科,

看護学研究科,薬学研究科,獣医畜産

学研究科,水産学研究科,感染制御科

学府

湘南工科大学 工学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

専修大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○経済学研究科,法学研究科,文学研究

科,経営学研究科,商学研究科

鶴見大学 文学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

帝京大学 薬学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桐蔭横浜大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○法学研究科,工学研究科

東海大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○文学研究科,政治学研究科,経済学研

究科,法学研究科,芸術学研究科,体育

学研究科,理学研究科,工学研究科,開

発工学研究科,海洋学研究科,健康科

学研究科

東京工芸大学 工学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○生物資源科学研究科,獣医学研究科

日本女子大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○人間社会研究科,文学研究科,理学研

究科,家政学研究科 人間生活学研､

究科

横浜市立大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○医学研究科,国際総合科学研究科

横浜国立大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○工学府,環境情報学府

明治大学 農学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾌｪﾘｽ女学院大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○人文科学研究科,国際交流研究科,音

楽研究科

ｾｷｭﾘﾃｨ ｾｷｭﾘﾃｨ ○ ○ ○ ○ ○ ○情報 大学院大学 情報 研究科

（注） △1 生理科学専攻のみ

△2 地域文化学専攻・比較文化学専攻のみ

△3 日本歴史研究専攻・日本文学研究専攻のみ

本学と交流協定を締結している大学（海外）

平成18年４月現在

交流協定を締結している大学 交流が可能な本学の研究科

［国名］ 文化 物理 高エ 複合 生命 先導

ベラルーシ国立大学 ○ ○ ○ ○ ○

［ベラルーシ］

ソフィア大学聖ｸﾚﾒﾝﾄ･ｵﾘﾄﾞｽｷｲ化学部 ○

［ブルガリア］
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日仏共同博士課程日本・コンソーシアム ○ ○ ○ ○ ○ ○

［フランス］

復旦大学 ○ ○ ○ ○

［中華人民共和国］

科学技術 大学院大学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○聯合

［大韓民国］

問合せ先◆

【国内の大学】葉山本部・教務係 （℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

【海外の大学】 〃 国際交流係（℡：046-858－1519 kokusai@soken.ac.jp）

３－８．他大学等における研究指導

学生は、研究科長の許可を受けて、本学と協議（交流協定等）した他大学又は研究所等

において、必要な研究指導を受けることができます。

他大学での研究指導を希望する場合は、事前に主任指導教員及び受入希望先の指導

教員と相談し、「特別研究派遣学生願」を各基盤機関の専攻担当係へ提出してください。他

大学又は研究所等への派遣期間は許可された日から１年以内となります（やむを得ない事

情があると認められるときは、原則として引き続き１年以内に限り延長が許可されます）。

「特別研究派遣学生願」の様式は、総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soke

n.ac.jp）からダウンロードすることができます。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

３－９．その他

学生移動経費について●

本学の学生が、大学本部又は専攻の所在地等の場所に「授業科目の授業又は研究指

導」のために移動し、交通費等が発生した場合は、交通費等の一部補助を目的とした学

生移動経費の支給対象となることがあります。支給要件がありますので、事前に各基盤機

関の専攻担当係までご確認ください。

長期履修制度について●

学生が職業を有している等の事情を有する場合、学生からの申し出により、標準の修業

年限を超えて一定の期間にわたり計画的な課程の履修を認めることがあります。

長期履修の適用は、あらかじめ長期履修適用申出書に指導教員の所見を添え、所属

する専攻又は専攻長を経由して研究科長に提出し、その承認を受ける必要があります。

詳細は、各基盤機関専攻担当係又は葉山本部・教務係まで問い合わせてください。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）



地域文化学専攻授業概要

分野 授　　業　　科　　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

東アジア文化研究Ⅰ 4 東アジア社会と文化に関する講述 助教授 野林　厚志

東アジア文化研究Ⅱ 4 朝鮮半島の社会と文化に関する講述 教　授 朝倉　敏夫

教　授 塚田　誠之

助教授 横山　廣子

東アジア文化研究特論Ⅰ 2 日本及び周辺諸民族の先住民文化に関する講述 助教授 野林　厚志

東アジア文化研究特論Ⅱ 2 中国・東南アジアにおける社会変動に関する講述 助教授 横山　廣子

東アジア文化研究特論Ⅲ 2 中国南部諸民族の歴史民族学的研究に関する講述 教　授 塚田　誠之

東アジア文化研究演習Ⅰ 2 東アジアにおける生活文化の研究に関する演習 教　授 朝倉　敏夫

東アジア文化研究演習Ⅱ 2 中国西南部におけるエスニシティに関する演習 助教授 横山　廣子

東アジア文化研究演習Ⅲ 2 中国南部における移住と文化の動態に関する演習 教　授 塚田　誠之

中央アジア文化研究 4
中央アジア地域に居住する諸民族の社会と文化に関す
る講述

教　授 小長谷有紀

北アジア文化研究 4 北アジアの伝統的生業に関する講述 教　授 佐々木史郎

中央・北アジア文化研究特論Ⅰ 2 モンゴルの社会と文化に関する講述 教　授 小長谷有紀

中央・北アジア文化研究特論Ⅱ 2
北アジア社会の生業を特徴づける狩猟・漁撈採集民の
現状に関する講述

教　授 佐々木史郎

中央・北アジア文化研究演習Ⅰ 2 中央アジア諸民族の遊牧と農耕の文化に関する演習 教　授 小長谷有紀

中央・北アジア文化研究演習Ⅱ 2 北アジアのシャマニズム的世界観に関する演習 教　授 佐々木史郎

東南アジア文化研究Ⅰ（大陸部） 4
東南アジア大陸部に居住する諸民族の社会と文化に関
する講述

教　授 田村　克己

東南アジア文化研究Ⅱ（島嶼部） 4
東南アジア島嶼部に居住する諸民族の社会と文化に関
する講述

助教授 佐藤　浩司

東南アジア文化研究特論Ⅰ 2 東南アジアの宗教と政治に関する講述 教　授 田村　克己

東南アジア文化研究特論Ⅱ 2 東南アジアの建築人類学に関する講述 助教授 佐藤　浩司

東南アジア文化研究演習Ⅰ 2 東南アジア大陸部の仏教信仰に関する演習 教　授 田村　克己

東南アジア文化研究演習Ⅱ 2 東南アジアの生活財に関する演習 助教授 佐藤　浩司

南アジア文化研究 4 南アジアに居住する諸民族の社会と文化に関する講述 助教授 三尾　稔

南アジア文化研究特論 2
ヒマラヤ地域，とくにネパールに居住する諸民族に関す
る講述

助教授 南　真木人

南アジア文化研究演習 2
インドにおける伝統文化，宗教とナショナリズムについて
の諸問題について演習する

助教授 三尾　稔

西アジア文化研究 4 中東地域に居住する諸民族の社会と文化に関する講述 助教授 西尾　哲夫

西アジア文化研究特論 2 アラブ世界の民衆文化に関する講述 助教授 西尾　哲夫

西アジア文化研究演習 2 中東・イスラーム文化に関する演習 助教授 西尾　哲夫

ヨーロッパ文化研究Ⅰ(東ヨーロッ
パ）

4
東ヨーロッパ地域に居住する諸民族の社会と文化に関
する講述

助教授 新免光比呂

ヨーロッパ文化研究Ⅱ（中部ヨーロッ
パ）

4 中部ヨーロッパの歴史と文化に関する講述 助教授 森　　明子

ヨーロッパ文化研究Ⅲ（南ヨーロッ
パ）

4
南ヨーロッパ地域に居住する諸民族の社会と文化に関
する講述

助教授 宇田川妙子

ヨーロッパ文化研究特論Ⅰ 2 バルカン諸民族の社会と文化に関する講述 助教授 新免光比呂

ヨーロッパ文化研究特論Ⅱ 2 ドイツ・オーストリアの社会と文化に関する講述 助教授 森　　明子

ヨーロッパ文化研究特論Ⅲ 2 地中海周辺の社会と文化に関する講述 助教授 宇田川妙子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅰ 2 ヨーロッパ東部の文化研究に関する演習 助教授 新免光比呂

担　当　教　員

中国における諸民族の社会と文化に関する講述東アジア文化研究Ⅲ 4
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分野 授　　業　　科　　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

ヨーロッパ文化研究演習Ⅱ 2 中部ヨーロッパの生活文化研究に関する演習 助教授 森　　明子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅲ 2 ヨーロッパ南部の文化研究に関する演習 助教授 宇田川妙子

アフリカ文化研究Ⅰ 4 アフリカに居住する諸民族の社会に関する講述 助教授 三島　禎子

アフリカ文化研究Ⅱ 4 アフリカに居住する諸民族の文化に関する講述

アフリカ文化研究Ⅲ 4 アフリカに居住する諸民族の歴史に関する講述 教　授 竹沢尚一郎

アフリカ文化研究特論Ⅰ 2
国家および無国家社会の代表的民族誌によるアフリカ
諸社会と文化についての講述

助教授 三島　禎子

アフリカ文化研究特論Ⅱ 2
さまざまなメディアによるアフリカ文化の表象のあり方を
検討し，その問題点と可能性を考察する

アフリカ文化研究特論Ⅲ 2 アフリカの歴史と文化の表象に関する講述 教　授 竹沢尚一郎

アフリカ文化研究演習Ⅰ 2 アフリカ諸民族の人口動態と移動に関する演習 助教授 三島　禎子

アフリカ文化研究演習Ⅱ 2 アフリカ諸民族の文化の動態に関する演習

アフリカ文化研究演習Ⅲ 2 アフリカ諸民族の儀礼と宗教に関する演習 教　授 竹沢尚一郎

アメリカ文化研究Ⅰ（北米） 4 北米地域に居住する諸民族の社会と文化に関する講述

アメリカ文化研究Ⅱ（中米） 4 中米地域に居住する諸民族の社会と文化に関する講述 教　授 八杉　佳穂

アメリカ文化研究Ⅲ（南米） 4 南米地域に居住する諸民族の社会と文化に関する講述 教　授 山本　紀夫

アメリカ文化研究特論Ⅰ 2 ラテンアメリカの歴史人類学に関する講述 助教授 斉藤　　晃

アメリカ文化研究特論Ⅱ 2 中米諸民族の歴史と文化に関する講述 教　授 八杉　佳穂

アメリカ文化研究特論Ⅲ 2 南米諸民族の歴史と文化に関する講述 教　授 山本　紀夫

アメリカ文化研究演習Ⅰ 2 ラテンアメリカの歴史人類学に関する演習 助教授 斉藤　　晃

アメリカ文化研究演習Ⅱ 2 中米諸民族の言語文化に関する演習 教　授 八杉　佳穂

アメリカ文化研究演習Ⅲ 2 南米における環境と生業に関する演習 教　授 山本　紀夫

オセアニア文化研究Ⅰ 4
オーストラリアに居住する先住民の社会と文化に関する
講述

教　授 松山　利夫

オセアニア文化研究Ⅱ 4 オセアニアにおける脆弱性に関する講述 助教授 林　　勲男

オセアニア文化研究Ⅲ（島嶼部) 4
オセアニア島嶼部に生活する人々の社会と文化に関す
る講述

教　授 印東　道子

オセアニア文化研究特論Ⅰ 2
グローカリズムの観点における，先住民文化の情報学
的・メディア論的講述

教　授 松山　利夫

オセアニア文化研究特論Ⅱ 2 ニューギニアの自然災害と文化についての講述 助教授 林　　勲男

オセアニア文化研究特論Ⅲ 2 オセアニアの伝統的土器文化についての講述 教　授 印東　道子

オセアニア文化研究演習Ⅰ 2 オーストラリア・アボリジニの儀礼・宗教に関する演習 教　授 松山　利夫

オセアニア文化研究演習Ⅱ 2 オセアニア諸民族文化の動態に関する演習 助教授 林　　勲男

オセアニア文化研究演習Ⅲ 2 オセアニア先史社会における環境適応に関する演習 教　授 印東　道子

地域文化学基礎演習Ⅰ 2
民族学・文化人類学の先端的理論を講述し，各地域に
おける実情の検証とともにその理論を批判的に研究す
る

地域文化学基礎演習Ⅱ 2
地域文化を中心とする民族学・文化人類学研究の理論
的・方法論的枠組を明確にする研究をゼミナール形式で
行う

地域文化学特論Ⅰ 2
地域文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法に
ついての講述

助教授 森　　明子

地域文化学特論Ⅱ 2
地域文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法に
ついての講述

教　授 竹沢尚一郎

地域文化学演習Ⅰ 2
地域文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法に
ついての演習

地域文化学演習Ⅱ 2
地域文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法に
ついての演習

※網掛けは必修科目
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比較文化学専攻授業概要

分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

民族社会研究Ⅰ（家族・親族） 4 世界の諸民族の家族・親族・婚姻などについての講述 教　授 杉本　良男

民族社会研究Ⅱ 4 世界の諸民族における近代的な組織形態についての講述 助教授 平井　京之介

民族社会研究Ⅲ（法） 4
世界の先住民族にかかわる法制度や政治協定についての
講述

教　授 岸上　伸啓

民族社会研究Ⅳ（社会構造） 4
諸民族の社会構造を，その文化構造や経済的仕組みなど
との関わりにおいて論じる

助教授 韓　　　敏

民族社会研究Ⅴ（社会生態）　 4
世界の諸民族の市場・流通・交換などの社会形態について
の講述

教　授 出口　正之

民族社会研究特論Ⅰ 2
多民族社会の中国における社会構造の比較研究に関する
講述

助教授 韓　　　敏

民族社会研究特論Ⅱ 2 北方先住民族の社会と文化の比較研究に関する講述 教　授 岸上　伸啓

民族社会研究特論Ⅲ 2 諸民族社会とNPO・NGOの比較研究に関する講述 教　授 出口　正之

民族社会研究演習Ⅰ 2
中国における国民文化・地域文化・民族文化の再編成につ
いての演習

助教授 韓　　　敏

民族社会研究演習Ⅱ 2 現代東南アジアについての演習 助教授 平井　京之介

民族社会研究演習Ⅲ 2
世界の諸地域における植民地主義とナショナリズムの問題
について比較検討する

教　授 杉本　良男

民族宗教研究Ⅰ（宗教行動） 4
世界の諸民族の祭祀や宗教運動などの宗教行動につい
て，日本の祭や新宗教運動との比較を意図しながら講述す
る

教　授 中牧　弘允

民族宗教研究Ⅱ（呪術・科学） 4 世界の諸民族の呪術と科学に対する認識についての講述 助教授 白川　千尋

民族宗教研究Ⅲ（儀礼） 4 儀礼と祭りの構造・過程・意味について講述する 助教授 笹原　亮二

民族宗教研究Ⅳ（世界観） 4 世界の諸民族の世界観・聖俗観などについての講述 助教授 白川　千尋

民族宗教研究特論Ⅰ 2
アメリカやブラジルなどにおける日本宗教を民族宗教として
とらえその展開・受容・変容に関して講述する

教　授 中牧　弘允

民族宗教研究特論Ⅱ 2 メラネシア諸民族の宇宙観の比較研究に関する講述 助教授 白川　千尋

民族宗教研究特論Ⅲ 2
オセアニアにおける伝統宗教の変容と外来宗教の受容に
ついての講述

教　授 小林　繁樹

民族宗教研究演習Ⅰ 2
宗教と観光のホモロジー（相同）など，宗教観光に関する演
習

民族宗教研究演習Ⅱ 2
地中海地域諸民族の世界観とその歴史的変遷に関する演
習

民族宗教研究演習Ⅲ 2
アマゾン地域を中心とする南アメリカを対象に，諸民族の宗
教行動と外来宗教の影響に関する比較研究を行う

教　授 中牧　弘允

民族技術研究Ⅰ（生産技術） 4 世界の諸民族における農耕技術などについての講述 教　授 關　　雄二

民族技術研究Ⅱ（保存技術）　 4 技術と太平洋諸島への人の移住 助教授
マシウス，ピー
タージョセフ

民族技術研究Ⅲ（製作技術）　 4
世界の諸民族の生産や生活用具などにかかわる製作技術
についての講述

教　授 吉本　　忍

民族技術研究Ⅳ（素材調査） 4
世界の諸民族の生活用具にかかわる技法や素材などの自
然科学的調査法の講述

助教授 園田　直子

民族技術研究Ⅴ（生活技術） 4
世界の諸民族の生活技術を対象に，技術の保持，および
創意の背景となる文化の態様についての講述

教　授 近藤　雅樹

民族技術研究特論Ⅰ 2 南アメリカの先史社会の生業技術に関する講述 教　授 關　　雄二

民族技術研究特論Ⅱ 2 インドネシア染織技術の比較研究に関する講述 教　授 吉本　　忍

民族技術研究特論Ⅲ 2
日本の近・現代における物質文化を流通と形態比較の視点
から講述する

教　授 近藤　雅樹

民族技術研究演習Ⅰ 2 農業の歴史ー植物学的，民族学的，考古学的アプローチ 助教授
マシウス，ピー
タージョセフ

民族技術研究演習Ⅱ 2
伝統的ならびに近現代の民族絵画における技法と素材の
比較研究

助教授 園田　直子

民族技術研究演習Ⅲ 2 アンデスの環境利用と文明形成に関する演習 教　授 關　　雄二

担　当　教　員
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分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

民族言語研究Ⅰ（言語理論） 4
言語人類学の諸問題，研究対象を一般言語学に言及しつ
つ対比的に概説する

教　授 庄司　博史

民族言語研究Ⅱ（言語論） 4
認識のあり方が言語形式に現れる幾つかのトピックについ
て研究論文の講読と批判を行う

民族言語研究Ⅲ（比較言語） 4
世界の諸民族の言語を対象とする比較研究（比較言語学・
対照言語学・言語類型論・その他）の方法に関する講述

助教授 菊澤　律子

民族言語研究Ⅳ（文学） 4
世界の諸民族の言語と非言語的表現などの比較について
の講述

民族言語研究特論Ⅰ 2 類型学的観点からウラル諸語と近隣諸語を比較する 教　授 庄司　博史

民族言語研究特論Ⅱ 2
チベット･ビルマ系諸語の歴史を再構するための方法につ
いての講述

民族言語研究特論Ⅲ 2 オーストロネシア諸語の比較研究に関する講述 助教授 菊澤　律子

民族言語研究演習Ⅰ 2 言語の類型論的研究に関する演習 助教授 菊澤　律子

民族言語研究演習Ⅱ 2
言語の実地調査法，記述言語学の方法，言語事実の解釈
方法等についての講述

民族言語研究演習Ⅲ 2
少数言語の実態，言語運動，言語政策の調査分析につい
て演習する

教　授 庄司　博史

言語情報研究 4
世界の諸民族の文字使用についてその統計的性質，テキ
ストの検索インデックスの手法などについて講述する

教　授 久保　正敏

言語情報研究特論 2
コンピュータ民族学の手法について詳述し，比較民族学を
進めるために留意すべき問題点を講述する

教　授 久保　正敏

言語情報研究演習（民族資料情
報学）

2
コンピュータを用いた民族資料情報の管理・分析・活用方法
について演習を行う

助教授 山本　泰則

民族芸術研究Ⅰ（比較芸能） 4 世界の諸民族の芸能の比較についての講述 助教授 笹原　亮二

民族芸術研究Ⅱ（映像民族誌） 4 世界の諸民族の映像とのかかわりに関する比較構造研究 教　授 大森　康宏

民族芸術研究Ⅲ（民族造形） 4 世界の諸民族の造形の構造，機能などについての講述 教　授 小林　繁樹

民族芸術研究Ⅳ（民族音楽） 4
世界の諸民族の音文化を通文化的な視点より関連諸分野
をも視野に入れ考察し講述する

助教授
助教授

福岡　正太
寺田　吉孝

民族芸術研究Ⅴ（民族芸能） 4
世界の芸術・芸能をめぐる表象の政治性、権力性について
講述及び討論する

助教授
教　授

川口　幸也
吉田　憲司

民族芸術研究特論Ⅰ 2 日本の民族芸能に関する講述 助教授 笹原　亮二

民族芸術研究特論Ⅱ 2 西欧社会における映画，映像の比較研究に関する講述 教　授 大森　康宏

民族芸術研究特論Ⅲ 2
諸民族の造形についての表象様式について批判的に検討
する

教　授 吉田　憲司  

民族芸術研究演習Ⅰ 2
東南アジアの音楽資料を例に、音楽の分析、比較方法を講
述する。音響資料の扱い方をトレーニングする

助教授 福岡　正太

民族芸術研究演習Ⅱ 2 映像音響の技術的研究と実技演習 教　授 大森　康宏

民族芸術研究演習Ⅲ 2 芸術文化の表現の諸問題に関する演習 助教授 川口　幸也

比較文化学基礎演習Ⅰ 2
民族学・文化人類学の先端的理論を講述し，通文化的研究
における実情の検証とともに，その理論を批判的に研究す
る

比較文化学基礎演習Ⅱ 2
比較文化を中心とする民族学・文化人類学研究の理論的・
方法論的枠組を明確にする研究をゼミナール形式で行う

比較文化学特論Ⅰ 2
比較文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法につ
いての講述

教　授 中牧　弘允

比較文化学特論Ⅱ 2
比較文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法につ
いての講述

教　授 岸上　伸啓

比較文化学演習Ⅰ 2
比較文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法につ
いての演習

教　授 吉田　憲司

比較文化学演習Ⅱ 2
比較文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法につ
いての演習

※網掛けは必修科目

共
通
科
目

民
族
言
語

民
族
芸
術

基
礎
科
目



国際日本研究専攻授業概要

分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

日本研究基礎論Ａ 2
日本研究のさまざまな分野における最新のテーマおよび
理論・方法等を講義する。

日本研究基礎論Ｂ 2
日本研究のさまざまな分野における最新のテーマおよび
理論・方法等を講義する。

学際研究論ⅠＡ 1
学際的な論文作成の促進と学術的な口頭発表および質疑
応答の演習を行う。

学際研究論ⅠＢ 1
学際的な論文作成の促進と学術的な口頭発表および質疑
応答の演習を行う。

学際研究論ⅡＡ 1
学際的な論文作成の促進と学術的な口頭発表および質疑
応答の演習を行う。

学際研究論ⅡＢ 1
学際的な論文作成の促進と学術的な口頭発表および質疑
応答の演習を行う。

論文作成指導ⅠＡ 1
論文作成のために必要な講義・演習・実習を個別にプログ
ラムし、関係教員の協力を得て実施する。

論文作成指導ⅠＢ 1
論文作成のために必要な講義・演習・実習を個別にプログ
ラムし、関係教員の協力を得て実施する。

論文作成指導ⅡＡ 1
論文作成のために必要な講義・演習・実習を個別にプログ
ラムし、関係教員の協力を得て実施する。

論文作成指導ⅡＢ 1
論文作成のために必要な講義・演習・実習を個別にプログ
ラムし、関係教員の協力を得て実施する。

シンポジウム等運営実習Ａ 1
本専攻が実施するシンポジウム・セミナー・共同研究会・講
演会等の運営に参加し、その運営方法および実施などを
実習する。

シンポジウム等運営実習Ｂ 1
本専攻が実施するシンポジウム・セミナー・共同研究会・講
演会等の運営に参加し、その運営方法および実施などを
実習する。

※網掛けは必修科目

関係教員

関係教員

全教員

全教員

全教員

主任指導教員・副指導教
員及び関係教員

担　当　教　員

国
際
日
本
研
究

主任指導教員・副指導教
員及び関係教員

主任指導教員・副指導教
員及び関係教員

主任指導教員・副指導教
員及び関係教員

主任指導教員・副指導教
員及び関係教員

主任指導教員・副指導教
員及び関係教員

主任指導教員・副指導教
員及び関係教員



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

文書史料研究A 2
古代・中世文書の史料分析法と多国間比較の研究

助教授 高橋　一樹

文書史料研究B 2
近世文書の研究

助教授 山本　光正

記録・典籍史料研究A 2
主として文献学的方法による古記録・古代典籍の研究

教　授 吉岡　眞之

記録・典籍史料研究B 2
文献史料に関する資料批判学の方法と内容についての研
究 教　授 井原　今朝男

近現代資料研究A 2
近現代資料の収集・整理・活用法の研究

助教授 樋口　雄彦

近現代資料研究B 2
大衆文化の資料学

教　授 安田　常雄

金石文・出土文字資料研究 2
古代金石文・出土文字資料の特質と活用法の研究

助教授 仁藤　敦史

考古資料研究A 2
弥生青銅器の研究

教　授 春成　秀樹

考古資料研究B 2
銙帯（鉄銙など）による古代の制度及び南北交流の研究

教　授 阿部　義平

考古資料研究C 2
中世考古資料を主とした遺跡の空間構造と機能に関する
研究

教　授 小野　正敏

民俗誌研究A 2
民俗文化における文字及び文書の意義に関する研究

助教授 小池　淳一

民俗誌研究B 2
民俗技術に関する民俗誌的研究

助教授 安室　　知

民俗誌研究C 2
民俗調査と記述の方法についての研究

助教授 松尾　恒一

物質文化資料論A 2
遺跡遺物論

教　授 広瀬　和雄

物質文化資料論B 2
「もの」資料を中心とする物質文化資料の活用法の研究

教　授 宇田川　武久

物質文化資料論C 2
技術における身体知と自然知

教　授 篠原　　徹

物質文化資料論D 2
建築史料論

教　授 玉井　哲雄

民俗文化資料論A 2
民俗学の資料と操作法についての研究

教　授 新谷　尚紀

民俗文化資料論B 2
俗信の研究

助教授 常光　　徹

民俗文化資料論C 2
民俗の伝承実態に関する資料論的研究

助教授 関沢　まゆみ

映像資料論 2
映像資料の意義とその作成

教　授 上野　和男

画像資料論 2
地図資料の空間と歴史

助教授 青山　宏夫

美術工芸資料論 2
美術史的視点にもとづく画像資料の活用法の研究

助教授 大久保　純一

歴史展示研究A 2
博物館における歴史叙述の方法に関する研究

教　授 久留島　浩

歴史展示研究B 2
歴史展示の特質および教育と評価の研究

助教授 小島　道裕

分析調査論A 2
歴史資料の非破壊調査法の研究

助教授 永嶋　正春

分析調査論B 2
自然科学的な手法による歴史資料の研究

助教授 齋藤　　努

分析調査論C 2
古墳時代における新来技術の研究

教　授 杉山　晋作

教　授 今村　峯雄

助教授 藤尾　慎一郎

資料保存科学 2
保存科学のための材質調査の研究

助教授 齋藤　　努

歴史情報科学A 2
歴史資料情報の集成とディジタル資料論の研究

教　授 安達　文夫

歴史情報科学B 2
GISとデータベース

教　授 西本　豊弘

担　当　教　員

資
料
論
・
展
示
研
究

歴
史
資
料
研
究

分
析
・
情
報
科
学

2年代資料学

年代歴史学研究

日本歴史研究専攻授業概要



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

古代社会論A 2
原始・古代社会の研究

教　授 春成　秀樹

古代社会論B 2
古墳時代政治構造の研究

教　授 広瀬　和雄

古代社会論C 2
多角的視点による日本古代社会の発展と転換の研究

教　授 吉岡　眞之

中世社会論 2
中世社会と法制・訴訟制度の研究

助教授 高橋　一樹

近世社会論 2
旅の社会史

助教授 山本　光正

近現代社会論 2
近代社会の特色とその変遷の研究

助教授 樋口　雄彦

村落社会論 2
現在の視点から近世の「村の自画像」を読み直す研究

教　授 久留島　浩

都市社会論A 2
古代都市の特色とその変遷についての研究

助教授 仁藤　敦史

都市社会論B 2
中世後期～近世初期における都市と地域の研究

助教授 小島　道裕

古代技術史A 2
縄文・弥生時代の技術史研究

助教授 藤尾　慎一郎

古代技術史B 2
古墳時代における伝統的技術の革新と展開に関する研究

教　授 杉山　晋作

古代技術史C 2
古代の版築技術の導入と普及過程の研究

教　授 阿部　義平

中世技術史 2
中世技術の特色と東アジアの技術交流に関する研究

教　授 小野　正敏

近世技術史A 2
近世の技術の特色とその歴史的展開の研究

教　授 宇田川　武久

近世技術史B 2
近世東アジアにおける日本の建築技術

教　授 玉井　哲雄

助教授 永嶋　正春

助教授 大久保　純一

歴史環境論 2
景観の構成と変容に関する研究

助教授 青山　宏夫

生態環境史 2
人の生活と環境変化との関連に関する研究

教　授 西本　豊弘

民俗環境論A 2
「生きる方法」としての民俗と環境

教　授 篠原　　徹

民俗環境論B 2
自然観の民俗学

助教授 安室　　知

村落伝承論A 2
日本の村落の地域的特色に関する研究

助教授 関沢　まゆみ

村落伝承論B 2
歳時記の研究

助教授 小池　淳一

都市伝承論 2
しぐさの研究

助教授 常光　　徹

社会伝承論 2
日本および東アジアの社会組織

教　授 上野　和男

信仰伝承論A 2
民俗信仰の歴史に関する民俗学的研究

教　授 新谷　尚紀

信仰伝承論B 2
神霊と交流する身体・行為・ことばの研究

助教授 松尾　恒一

社会意識論A 2
慣習法・社会規範・社会教養観に関する研究

教　授 井原　今朝男

社会意識論B 2
戦後日本の社会意識

教　授 安田　常雄

基礎演習Ⅰ 1
院生による研究発表

基礎演習Ⅱ 1
院生による研究発表

助教授 藤尾　慎一郎

教　授 杉山　晋作

助教授 高橋　一樹

助教授 大久保　純一

教　授 安達　文夫

助教授 齋藤　努

全教員

全教員

社
会
論

技
術
史
・
環
境
史

地
域
文
化
論

2工芸技術史
漆工・木工・金工・絵画彩色等の材料及び技法の研究

（資料調査法）
異なる分野の講師により、資料からの多角的な情報を読
み取るための様々な調査法について学ぶ

集中講義Ａ 1



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

教　授 小野　正敏

教　授 久留島　浩

教　授 篠原　徹

助教授 高橋　一樹

助教授 小池　淳一

助教授 小島　道裕

教　授 久留島　浩

助　手 佐藤　優香

集中講義Ｂ 1

（博物館とはなんだろう）
実際の展示と活動を通じて、博物館展示の持つ意味と機
能について学ぶ

集中講義Ｃ 1

（地域研究の方法）
日本列島および関連する諸地域において、実際に地域文
化がどのように展開しているかを実際の史資料に即して確
認、検討、分析する



Field Subject Unit Content of subject

Historical Archives A 2
Analytical Methods and Multinational Comparative
Research on Ancient and Medieval Archival Materials

A. Prof.
TAKAHASHI
Kazuki

Historical Archives B 2
Archival Research on Early Modern Japan

A. Prof.
YAMAMOTO
Mitsumasa

Books and Records A 2
Bibliographical Study of Aristocratic Diaries and Classics

Prof.
YOSHIOKA
Masayuki

Books and Records B 2
Critical Methods and Contents for Research in Archival
Materials

Prof. IHARA Kesao

Modern and Contemporary
Resource Materials A

2
Collection, Arrangement, and Use of Modern
and Contemporary Resource Materials

A. Prof.
HIGUCHI
Takehiko

Modern and Contemporary
Resource Materials B

2
Study of Resource Materials for Popular Culture

Prof.
YASUDA
Tsuneo

Inscriptions and Written Texts
from Archaeological Sites

2
Characteristics and Use of Inscriptions and Written Texts
from Archaeological Sites

A. Prof. NITO Atsushi

Archaeological Materials A 2
Bronze Implements in the Yayoi Period

Prof.
HARUNARI
Hideki

Archaeological Materials B 2
Ancient System and Exchanges between the North and
South from Research on Belt Ornaments

Prof. ABE Gihei

Archaeological Materials C 2
Spatial Analysis of Structure and Function in Medieval
Archaeological Sites

Prof. ONO Masatoshi

Folklore A 2
Significance of Texts and Documents in Folk Cultures

A. Prof. KOIKE Jun'ichi

Folklore B 2
Folkloric Research on Folk Technologies

A. Prof.
YASUMURO
Satoru

Folklore C 2
Methods of Folkloric Survey and Writing

A. Prof.
MATSUO
Ko'ichi

Source Materials:  Material
Culture A

2
Archaeological Sites and Remains

Prof. HIROSE Kazuo

Source Materials:  Material
Culture B

2
Use of Resource Materials of Material Culture with
Emphasis on Artifacts

Prof.
UDAGAWA
Takehisa

Source Materials:  Material
Culture C

2
Corporeal Knowledge and Nature in Technology

Prof.
SHINOHARA
Toru

Source Materials:  Material
Culture D

2
Historical Architectural Records

Prof.
ＴＡＭＡＩ　Ｔｅｔｓｕ
ｏ

Source Materials:  Folk Culture A 2
Resources and Methods in Folklore

Prof.
SHINTANI
Takanori

Source Materials:  Folk Culture B 2
Study of "Folk Belief"

A. Prof.
TSUNEMITSU
Toru

Source Materials:  Folk Culture C 2
Oral Tradition in Folklore Studies

A. Prof.
SEKIZAWA
Mayumi

Source Materials:  Film 2
Significance of Film Materials and their Production

Prof. UENO Kazuo

Source Materials: Visual Images 2
Space and History of Map Materials

A. Prof. AOYAMA Hiro'o

Source Materials:  Arts and
Crafts

2
Use of Visual Materials from an Art Historical Perspective

A. Prof. OKUBO Jun'ichi

Research on Exhibits of History
A

2
Methods of Historical Narrative in Museums

Prof.
KURUSHIMA
Hiroshi

Research on Exhibits of History
B

2
Characteristics, Education, and Evaluation of History
Exhibits

A. Prof.
KOJIMA
Michihiro

Analytical Research Methods A 2
Non-destructive Research Methods for Studying
Historical Materials

A. Prof.
NAGASHIMA
Masaharu

Analytical Research Methods B 2
Study of Historical Materials through Natural Scientific
Methods

A. Prof. SAITO Tsutomu

Analytical Research Methods C 2
Newly Introduced Technologies in the Kofun Period

Prof.
SUGIYAMA
Shinsaku

Prof.
IMAMURA
Mineo

A. Prof.
FUJIO
Shin'ichiro

Preservation Science of
Resource Materials

2
Analysis of Materials for Preservation Science

A. Prof. SAITO Tsutomu

Historical Information Science A 2
Assembling and Digitizing Information on Historical
Materials

Prof. ADACHI Fumio

Historical Information Science B 2
Graphic Information Systems (GIS) and Databases

Prof.
NISHIMOTO
Toyohiro
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Chronological Study of Materials

Chronological Methods in Historical Research-
Fundamentals and Applications2

Department of Japanese History



Field Subject Unit Content of subject

Social History of  Ancient Japan
A

2
Prehistoric and Ancient Japanese Society

Prof.
HARUNARI
Hideki

Social History of  Ancient Japan
B

2
Political Structure in the Kofun Period

Prof. HIROSE Kazuo

Social History of  Ancient Japan
C

2
Interdisciplinary Research on the Development and
Transformation of Ancient Japanese Society

Prof.
YOSHIOKA
Masayuki

Social History of Medieval Japan 2
Judicial Institutions and Records in Medieval Japan

A. Prof.
TAKAHASHI
Kazuki

Social History of  Early Modern
Japan

2
Social History of Travel

A. Prof.
YAMAMOTO
Mitsumasa

Modern and Contemporary Social
History

2
Characteristics and Transformation of Contemporary
Society

A. Prof.
HIGUCHI
Takehiko

Rural Social History 2
Re-reading the "Self-portraits of Villages" in Early
Modern Japan from Today's Perspective

Prof.
KURUSHIMA
Hiroshi

Urban Social History A 2
Characteristics and Transformation of Cities in Ancient
Japan

A. Prof. NITO Atsushi

Urban Social History B 2
City and Region in Late Medieval and Early Modern Japan

A. Prof.
KOJIMA
Michihiro

History of Technology in Ancient
Japan A

2
History of Technology in the Jomon and Yayoi Periods

A. Prof.
FUJIO
Shin'ichiro

History of Technology in Ancient
Japan B

2
Innovation and Development of Traditional Technology in
the Kofun Period

Prof.
SUGIYAMA
Shinsaku

History of Technology in Ancient
Japan C

2
Introduction and Diffusion of Tamped-earth Technology in
Ancient Japan

Prof. ABE Gihei

History of Technology in Medieval
Japan

2
Characteristics of Medieval Technology and Technological
Exchanges in East Asia

Prof. ONO Masatoshi

History of Technology in Early
Modern  Japan A

2
Characteristics of Early Modern Technology and its
Historical Development

Prof.
UDAGAWA
Takehisa

History of Technology in Early
Modern  Japan B

2
Japanese Architectural Techniques in Early Modern East
Asia

Prof.
ＴＡＭＡＩ　Ｔｅｔｓｕ
ｏ

A. Prof.
NAGASHIMA
Masaharu

A. Prof. OKUBO Jun'ichi

Environmental History 2
Formation and Transformation of the Landscape

A. Prof. AOYAMA Hiro'o

Ecological Environmental History 2
The Relationship between Human Life and Environmental
Change

Prof.
NISHIMOTO
Toyohiro

Environmental Folklore  A 2
Environment and Folklore as a "Way of Living"

Prof.
SHINOHARA
Toru

Environmental Folklore  B 2
Folklore Study of Views of Nature

A. Prof. AMURO Satoru

Study of Transmission of Rural
Practice A

2
Regional Variation in Rural Japan

A. Prof.
SEKIZAWA
Mayumi

Study of Transmission of Rural
Practice B

2
Study of Saijiki , Guides to the Cycle of Annual Events

A. Prof. KOIKE Jun'ichi

Study of Transmission of Urban
Practice

2
Study of Gestures

A. Prof.
TSUNEMITSU
Toru

Study of Transmission of Social
Practice

2
Social Structures of Japan and East Asia

Prof. UENO Kazuo

Study of Transmission of
Religious Practice A

2
Folkloric Research on the History of Folk Beliefs

Prof.
SHINTANI
Takanori

Study of Transmission of
Religious Practice B

2
Communication with Deities and Spirits:  Body, Behavior,
and Speech

A. Prof.
MATSUO
Ko'ichi

Study of Social Consciousness A 2
Common Law, Social Codes, and Views of Social
Education

Prof. IHARA Kesao

Study of Social Consciousness B 2
Social Consciousness in Post-war Japan

Prof.
YASUDA
Tsuneo

Basic Seminar I (for Freshmen) 1 Research Presentation by Students 

Basic Seminar II (for
Sophomores)

1 Research Presentation by Students 

A. Prof.
FUJIO
Shin'ichiro

Prof.
SUGIYAMA
Shinsaku

A. Prof.
TAKAHASHI
Kazuki

A. Prof. OKUBO Jun'ichi

Prof. ADACHI Fumio

A. Prof. SAITO Tsutomu

All Faculty

All Faculty
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History of Arts and Crafts
Materials and Techniques:  Lacquerwork, Carpentry,
Metalwork, Painting, and Prints2

(Material Research Methods)
Study various research methods, introduced by lecturers
in different fields, to extract multifaceted information from
source materials

1Intensive Lectures A



Field Subject Unit Content of subject

Prof. ONO Masatoshi

Prof.
KURUSHIMA
Hiroshi

Prof.
SHINOHARA
Toru

A. Prof.
TAKAHASHI
Kazuki

A. Prof. KOIKE Jun'ichi

A. Prof.
KOJIMA
Michihiro

Prof.
KURUSHIMA
Hiroshi

Assist. SATO Yuka

Intensive Lectures C

(Methods of Regional Studies)
Identify, examine, and analyze the development of regional
cultures in the Japanese archipelago and related regions
based on actual  sources

(What is  Museum?)
Study the meanings and roles of museum exhibits through
the actual exhibition and other museum activities

1

1

Intensive Lectures B



分野 授業科目 単位 授業科目の内容

メディア文化論 ２

文化とメディアの相互作用について、文化所作の創出と新
メディア環境における女性や障害者等の社会参画の広が
りと文化的変容といったテーマをとうして研究指導する。

助教授 広瀬　洋子

情報表現基礎論 ２

各種メディアそれによって伝達される情報の構造・特性・
機能の相互関係を追究する方法論，その基本的モデル等
について研究指導する。

助教授 柳沼　良知

情報表現内容論 ２

各種メディアに応じたデジタルコンテンツの特性・機能・意
味・表現方法を，人文社会科学及び情報科学的視点から
研究指導する。

教　授 山田　恒夫

情報可視化特論 ２

人間の能力を利用した知識獲得や効果的な情報伝達の
ための情報可視化およびインタフェースに関して研究指導
する。

教　授 大澤　範高

データベース論 ２

多様な学術・教育リソースを統合的かつ効果的に扱うマ
ルチメディアデータベースに関する理論的・実証的な研究
指導を行う。

助教授 川淵　明美

教材評価論 ２
デジタル教育コンテンツの評価について、人文社会科学
及び情報科学的視点から研究指導する。 助教授 芝崎　順司

メディア社会論 ２

社会におけるメディアの布置連関，人間の相互作用に介
在するメディアの機能に関する各種理論，メディアに関す
る社会制度，利用形態に関する社会史について研究指導
する。

教　授 吉田　　文

国際コミュニケーション論 ２

メディアの特性が、異質文化間の対人レベルと国際関係
におけるコミュニケーションに及ぼす影響について、多様
なＩＣＴ活用事例および関連するヒューマン・ファクターに係
わる諸問題をとりあげ研究指導する。

教　授 小林登志生

国際社会論 ２

高等教育における情報通信技術（ＩＴ）の利用と社会経済
的な背景及び制度政策との関連という視点から、中国を
含む発展途上国や先進国における事例の国際比較、及
び国境を越えたプロバイダによるグローバルな市場化な
どについて研究指導する。

助教授 苑　　復傑

遠隔教育論 ２

新しいメディアによる遠隔教育を支えるデジタル教育コン
テンツの流通方略について、知的所有権保護制度や技術
的な観点から研究指導する。

助教授 太田　好彦

ネットワーク基盤論 ２

衛星，光ファイバー等個々の通信技術，またこれら技術に
よる多数点を結んだネットワークについて可能性と制約を
明確にするとともに，実際の例，また動向予測をもとに高
度情報社会がネットワークに求める機能，特性とシステム
的，運用的課題を明らかにする。

教　授 近藤喜美夫

バーチャルリアリティ特論 ２

臨場感の高い情報提示を行う仮想環境の構成に関して基
盤になる技術を概説し、視覚・聴覚・触覚を中心とした情
報提示の手法、人の感覚や行動を検出するセンサの設
計、臨場性を創出する自然なインタラクションの枠組みに
ついて研究指導する。

助教授 浅井紀久夫

ユーザ工学 ２

システムを開発する際にそれを利用するユーザの視点に
たつことは，そのシステムの使い勝手を高め、利用効果を
高めることになる。そのための考え方や方法論について
研究指導する。

教　授 黒須　正明

情報行動論 2

デジタル環境における情報探索行動、ブラウジング行動、
情報回避行動等の情報行動のモデル化と理論生成、情
報行動抽出手法について研究指導する。 教　授 三輪　眞木子

メディア研究方法論 ２

メディアがどのように使われ、どのように社会に影響を及
ぼしているか、また、メディアを通してどのようなコンテンツ
が普及しているか、等、様々な視点から仮説を立てて、そ
れを実証する方法論を研究指導する。

助教授 青木久美子

担当教員

メディア社会文化専攻授業科目概要

メ
デ
ィ
ア
文
化

メ
デ
ィ
ア
社
会



分野 授業科目 単位 授業科目の内容 担当教員

認知科学特論 ２
人間が行う知的活動のメカニズムを認知科学的アプロー
チにより解明するための研究を指導する。 助教授 大西　　仁

メディアリテラシー論 ２

メディアとその表現の様式・内容を創造的，主体的，批判
的に理解し活用する能力の分析とその育成法に関して研
究指導する。

教　授 佐賀　啓男

学習メディア環境デザイン論 ２

さまざまな学習観と学習メディア環境のデザイン例を対比
させることを通して、学習メディア環境のデザイン方法論を
深め、併せてその評価方法について研究指導する。

助教授 加藤　　浩

心理評価論 ２
各種メディアが人間の心理過程及び行動に及ぼす影響に
ついての心理学的な評価に関して理論的・方法論的な研
究指導を行う。

助教授 高橋　秀明

生理評価論 ２

各種メディアが人間の生理過程に及ぼす影響についての
生理学的な評価に関して理論的・方法論的な研究指導を
行う。

助教授 仁科　エミ

メディア空間認知論 ２

バーチャルリアリティ技術等によって作り出されたメディア
空間を学習環境に応用した際の人間の認知特性を実証
的に研究することを指導する。

助教授 近藤智嗣

メ
デ
ィ
ア
認
知
行
動



日本文学研究専攻授業概要

分野 授業科目 単位 授業科目の内容

書物メディア論 ２

　幕末から明治期にかけて、海外から数多くの人々が日本
を訪れ、記録し、写真を撮り、また日本の書物や美術品を
本国に持ち帰った。そこで、書物メディアがどのような影響
を海外に与え、また、日本文学をどのように発見し、記録し
たのかを、海外の文献など様々な資料を通じて考察する。
英文の文献を読み解くことによって、多角的な視野から当
時の日本の姿を観察し、日本文学のあり方、文化史的な意
義の多様性を考える。 教　授 伊井　春樹

書物交流論 ２

　日中両国間における書物の移動をめぐる様々な史実の
考察を中心として、東アジア文化圏における書物交流の実
態とその特質を探る。また、書物交流のルートやそれに関
わった人々の活動を考察する一方、日本所蔵の漢籍旧鈔
本や中国においてはすでに散逸した佚存書などについても
触れる。 助教授 陳　　　捷

書写文化論 ２

　写本を中心とする日本の書写文化について、書写という
行為、その担い手と場、流布と享受の実態など、様々な側
面から、書写文化における日本固有の特質を解明する。

助教授 小川　剛生

前期出版文化論 ２

　古活字本・整版本を中心とする出版文化について、作
者、版元、流通、読者の問題など、広く出版をめぐる様々な
側面から近代以前の出版文化の固有の特質を解明する。

教　授 鈴木　　淳

　明治以降の出版文化について、西洋印刷術の導入、近
代メディアの出現、出版活動をめぐる法的規制、近代的
ジャンルや読者の形成など、様々な側面から近代出版文
化の特質を解明する。さらに電子情報を主とする現代メディ
アの文化的位相についても考察する。 教　授 谷川　惠一

　明治以降の出版文化について、西洋印刷術の導入、近
代メディアの出現、出版活動と広告文化、近代読者の成立
と展開など、様々な側面から近代出版文化の特質を解明
する。さらに電子情報を主とする現代メディアの文化史的
位相についても考察する。 助教授 青田　寿美

資源集積論 ２

　多様な文化資源の集積によって形成される拠点、たとえ
ば各種文庫・学校・寺社・大名家・素封家などの蔵書や記
録資料群について、その実態の歴史的検証を通して、書物
をめぐる文化的ネットワークの形成・消長ならびにその構造
を解明し、今後の資源集積のあり方について、電子アーカ
イブの可能性も含めて考察する。

教　授 高橋　　実

担当教員

文
学
資
源
研
究

２後期出版文化論



分野 授業科目 単位 授業科目の内容 担当教員

本文形成論 ２

　具体的な作品本文に即して、その伝本を集成して比較検
討し、それらの差異や特徴を把握することよって、本文の形
成、系統、享受、混淆、流動等の具体相を解明し、その意
義を検証する。 助教授 伊藤　鉄也

表現形成論 ２

　個々の作品、もしくは作品群に、固有な表現を形成する、
制度や社会による規制、雅俗の位相差、和漢の相克など
の様々な要因を解明し、文体的差異、時代的特徴等の分
析を通して、作品が持つ表現的特質を探る。

教　授 中村　康夫

作品形成論(中世以前) ２

　書写文化の中で形成された中世以前の文学作品につい
て、それがなぜ、いかに形成されたか、時代思潮、成立の
経緯、作者、文化階層など、様々な側面から検証し、その
作品の構造や特質、モティーフ、社会的位置、文化史的意
義などを明らかにする。 教　授 田渕句美子

作品形成論(近世以降) ２

　出版文化の中で形成された近世以降の文学作品につい
て、それがなぜ、いかに形成されたか、時代思潮、成立過
程、作者、出版文化圏、ジャンルなど、様々な側面から検
証し、その作品の構造や特質、モティーフ、社会的位置、文
化史的意義などを明らかにする。 教　授 大高　洋司

作品享受論 ２

　文学作品がどのように読まれ、享受され、古典として確立
してきたかについて、読者、流布、書承、引用、注釈、影響
など、作品の受容の具体的局面を通して、その実態を文化
史的観点から明らかにする。 助教授 加藤　昌嘉

　批評・研究・理論・文学史など、文学という営為をめぐる言
説や思想について、仏教、神道、儒学など、広く時代の文
化全体を視野に入れて、中世以前における日本の文学思
想の特質を論じる。

教　授 山崎　　誠

　中世の文学思想の在り方について、仏教・神道等の諸注
釈書、室町物語・俳諧連歌・絵画資料等々を主要な素材と
し、時代の文化史的背景をも視野に入れながら、その特質
を考究する。 助教授 齋藤　真麻理

文学思想論(近世以降) ２

　批評・研究・理論・文学史など、文学という営為をめぐる言
説・思想について、仏教、国学、儒学、西洋思想など、広く
時代の文化全体を視野に入れて、近世以降の日本の文学
思想の特質を論じる。

教　授 鈴木　　淳

文学芸術論 ２

　絵入り本、浮世絵などの絵画表現に含まれる、能・狂言、
浄瑠璃・歌舞伎などの演劇的要素や、その社会的・文学的
意味の解釈を明らかにする。 教　授 高橋(山下)則子

文
学
形
成
研
究

文学思想論(中世以前) ２

文
学
環
境
研
究



分野 授業科目 単位 授業科目の内容 担当教員

文学集団論 ２

　文学・学芸・芸術を生み出す基盤となったコミュニティ、す
なわち歌壇、工房、僧院、劇場、宮廷、大名家、結社、文壇
などの種々の場について、具体的・多角的に論じ、日本に
おける文化営為の場の特質を明らかにする。 教　授 武井　協三

文学社会論 ２

　身分・社会・制度・地域・政治・経済など、人間の生を規定
する歴史的・社会的諸条件と文学作品との双方向的な関
わりについて、その実態を明らかにする。 教　授 大友　一雄

文学情報論 ２

　文学作品・新聞雑誌・辞書・絵巻物など、多種多様な文学
資源の適切な情報化の方法、およびそれらを活用した研究
の展開について考察し、高度情報化社会における情報学
をベースとした文化科学の可能性を探る。 教　授 安永　尚志

書物情報論 ２

　装訂・筆跡・活字・奥書・版式・版刻・奥付など、書物を構
成する諸要素について、様々な事例を提示しながら具体的
に考察し、書物が語りかける多様な情報の意味を総合的に
解析する。

助教授 落合　博志

　文学作品と一体のものとして伝存されてきた記録・文書等
の記録資源に関して、その形態・伝来・内容・時代的特質な
どを総合的に明らかにし、それらを保存し研究に活用する
方法について科学的に考察する。

(安藤教授)
　人間の諸活動についての情報を記録化し、後世に史料と
して遺した伝来過程と記録情報の本質を、その時代背景の
中で考察する。更に記録情報の構造的特質をそれを作成
した組織体の活動との関連で解明する。 教　授 安藤　正人

(渡辺助教授)
　記録史料についての内容情報を作成主体の性格、時代
的特質と関わらせて分析して解明する認識論を、わが国と
諸外国との記録情報を比較しながら追究する。 助教授 渡辺　浩一

記録情報論

共
通
科
目

２



Department　Of　Japanese　Literature　

Field Subject Unit Content of subject

Introduction to Print Media ２

　During the closing years of the Tokugawa period and the
Meiji period, large numbers of men and women came to
Japan from overseas. These visitors authored accounts of
their travels, took photographs, and brought Japanese
publications and artworks with them when they returned
home. This course will use a variety of materials, including
foreign resources, to consider both the ways in which print
media influenced foreign cultures and the process by
which Japanese literature was first discovered and written
about abroad. Close reading of English-language materials
will allow us to investigate Japan during this period from a
variety of angles, and help us consider the nature of
Japanese literature and the numerous meanings it has had
in cultural history.

Prof. Haruki　Ii

Introduction to the Circulation of
Printed Materials

２

　This course will explore the particular characteristics of
the circulation of printed materials within the East Asian
cultural sphere, placing particular emphasis on the
consideration of historical circumstances relating to the
movement of printed works between Japan and China. We
will address both the particular routes used and the lives
of individuals involved in transporting works along these
routes; at the same time, we will touch on early Chinese
copies of Chinese works that are now in Japanese
collections and on Chinese works that have only survived
in Japan.

A.Prof. Ｊｉｅ　Chen

Introduction to Calligraphic
Transcription

２

　This course will identify the unique attributes of Japan’s
culture of calligraphic transcription and the calligraphic
texts around which it was centered. We will investigate,
from a variety of perspectives, the act of copying itself,
individuals who were involved in the act, the places where
they performed it, and finally the circulation and reception
of the calligraphic text they produced.

A.Prof. Takeo　Ogawa

Introduction to Early Print Culture ２

　This course will aim to identify the unique attributes of
pre-modern print culture in Japan by examining various
aspects of this culture―and the early moveable type
(kokatsuji ) and woodblock (seihan ) editions around which
it was centered―including authors, publishers, circulation,
and readers.

Prof. Jyun　Suzuki

　This course will identify the unique attributes of modern
print culture, focusing on various aspects of printing from
the Meiji period on, including the introduction of Western
printing technologies, the emergence of modern media,
legal restrictions on publishing activities, and the formation
of modern genres and readers. We will also consider the
cultural status of contemporary media, in particular that of
digital information.

Prof.
Keiichi
Tanikawa

This course will identify the unique attributes of modern
print culture, focusing on various aspects of printing from
the Meiji period on, including the introduction of Western
printing technologies, the emergence of modern media,
publishing activities, advertisement culture, and the
formation and development of modern genres and readers.
We will also consider the cultural status of contemporary
media, in particular that of digital information.

A.Prof. Sumi　Aota

Introduction to Resource
Accumulation

２

　By investigating the history of basic research materials
that were created by accumulating cultural materials of
many types―including various published series and the
libraries and records of schools, temples, shrines, daimyo
houses, and wealthy families―we will explore the
emergence, maintenance, structure, and decline of cultural
networks centered around printed materials. We will also
consider the potentialitiess of digital archives as a means
of accumulating resources in the future.

Prof.
Minoru
Takahashi

Introduction to Late Print Culture ２



Field Subject Unit Content of subject

Introduction to Textual
Formations

２

　Through the collection and comparison of variant texts
of a single particular work, we will work to acquire a grasp
of the differences among and characteristics of these
variants, and thus to consider the meaning of the
formations of texts, textual lineages, textual reception, and
the confusion and transformation of texts.

A.Prof. Tetsuya　Ito

Introduction to Stylistic
Formations

２

　In this course, we will explore the expressive
characteristics of particular works or groups of works by
analyzing differences in written styles and trends current
in particular periods, as well as by looking closely at
restrictions placed upon writing by various systems or by
society as a whole, by the gap between conceptions of
what is elegant and what is vulgar, conflicts between ideas
of Japanese and Chinese, and so on.

Prof.
Yasuo
Nakamura

Introduction to the Formation of
Works (Pre-Medieval)

２

　This course will consider works of literature produced
prior to the medieval (chūsei) period, when the culture of
calligraphic transcription was still in full sway, asking why
and how these works were produced, looking at factors
such as historical trends during the time in which the
works were produced, the circumstances of their creation,
their authors, and the roles played by cultural hierarchies.
We will aim to clarify the structure, characteristics, motifs,
social position, and cultural meaning of the works we

id

Prof. Kumiko　Tabuchi

Introduction to the Formation of
Works (From the Tokugawa Period
Onward)

２

　This course will consider works of literature produced
from the Tokugawa period onward, after the rise of print
culture, asking why and how these works were produced,
looking at factors such as historical trends during the time
in which these works were produced, the process by which
they were created, their authors, publishing culture, and
genres. We will aim to clarify the structure, characteristics,
motifs, social position, and cultural meaning of the works
we consider.

Prof. Yoji　Otaka

Introduction to the Reception of
Works

２

　This course will investigate the ways in which literary
works have been read, received, and positioned in the
literary canon. Adopting a perspective rooted in cultural
history, we will focus on specific elements of the reception
of the works we consider, including readership, literary
influence, circulation, transcription, citation, and

A.Prof. Masayoshi　Kato

　This course will analyze the particular characteristics of
literary thought in Japan prior to the medieval (chūsei)
period. We will direct our attention to various types of
discourse and thought, among them criticism, academic
research, theory, and literary histories, remaining attuned
to the broad cultural trends of the periods we address,
including the roles played by Buddhism, Shinto, and
Confucianism.

Prof.
Makoto
Yamazaki

　This course will consider the particular characteristics of
literary thought in the medieval period. Remaining sensitive
to the cultural climate of the period we will be looking at,
we will examine resources including annotated texts
(Buddhist, Shinto, etc.), Muromachi tales, haikai and renga
texts, and visual materials.

A.Prof. Maori　Saito

Introduction to Literary Thought
(From the Tokugawa Period
Onward)

２

　This course will analyze the particular characteristics of
literary thought in Japan from the Tokugawa period
onward. We will direct our attention to various types of
discourse and thought, among them criticism, academic
research, theory, and literary histories, remaining attuned
to the broad cultural trends of the periods we address,
including the roles played by Buddhism, Nativism,
Confucianism, and Western thought

Prof. Jyun　Suzuki

Introduction to the Art of
Literature

２

　In this course, we will examine visual materials included
in illustrated books, ukiyo-e, and other genres, identifying
elements that derive from dramatic forms such as noh,
kyogen, joruri, and kabuki, and working to understand their
social and literary meaning.

Prof.
Noriko
Takahashi
（Yamashita）

Introduction to Literary Thought
(Pre-Medieval)

２



Field Subject Unit Content of subject

Introduction to Literary
Communities

２

　This course will aim to clarify the particular
characteristics of the communities that formed the basis
for literary and artistic production in Japan. We will look
closely and from many angles at a variety of different
communities, including poetic circles, workshops, temples,
theaters, court society, daimyo houses, particular
societies, and literary circles.

Prof. Kyozo　Takei

Introduction to Literature and
Society

２

　This course will explore the interrelationship between
literary works and various historical and societal
conditions that govern people’s lives, including social
status, society, systems, regions, politics, and economics.

Prof. Kazuo　Otomo

Introduction to Literature as
Information

２

　This course will explore the potentialities of a cultural
science based in information studies in the context of an
advanced information society by considering appropriate
methods of informatizing various literary resources,
including literary works, newspapers, magazines,
dictionaries, and picture scrolls.

Prof.
Hisashi
Yasunaga

Introduction to Printed Materials
as Information

２

　Through detailed consideration of a variety of specific
printed materials, this course will aim to develop an
understanding of how to read in a holistic manner the
information that printed materials offer in different ways
through their diverse components, including such features
as book design, calligraphic style, typeface, colophons,
printing format, features of carving in woodblocks,
publishing information, and so on.

A.Prof. Hiroshi　Ochiai

　This course will offer a scientific approach to the
preservation and academic use of records, documents, and
other resources that have been transmitted together with
literary works, as well as clarify the forms, means of
transmission, content, and historical characteristics of
these resources.
　In this course, we will consider the informational nature
of documents of many different human activities within the
historical contexts that produced them, simultaneously
looking at the processes by which these documents have
been passed down as historical materials through the ages.
We will link the records we examine to the groups that
produced them, and also pay attention to the structural
characteristics of documents as information.

Prof. Masahito　Ando

　In this course, we will examine and compare documents
from Japan and various foreign countries, conducting
analyses of the content of the documents we look at and
linking this content to the particular character of the both
ages that produced them and of those repsonsible for
their production.

A.Prof.
Koichi
Watanabe

Introduction to Documents as
Information

２
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５．その他
５－１．非正規生（科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生、特別研究学生）

非正規生は、本学の研究科の課程に入学した学生（正規生）以外の学生の総称です。

本学では非正規生として、科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生、特別研究学

生の５種を置いています。

○科目等履修生

本学の課程の学生以外の学生で、本学の授業科目を履修し、単位を修得する者。

○聴講生

本学の課程の学生以外の学生で、本学の授業科目を聴講する者（単位なし）。

○特別聴講学生

聴講生のうち、本学との協定等に基づき、本学に受入れる他大学の学生であって、

本学の授業科目を聴講し、単位を修得する者。

○研究生

本学の課程の学生以外の学生で、本学において特定の事項について研究する者。

○特別研究学生

研究生のうち、本学との協定等に基づき、本学に受入れる他大学の学生であって、

本学において研究指導を受ける者。

非正規生の授業料について●

学長が定める日までに、以下の表の授業料の額を納付する必要があります。ただし、本

学と協定その他事前の協議において、特別聴講学生又は特別研究学生の授業料を相互

に不徴収とされている場合は、授業料は徴収されません（実験実習に要する費用は自己

負担となります）。

また、非正規生の授業料免除・徴収猶予の制度はありません。

区分 授業料（平成18年度の額）

科目等履修生 １単位について １４，８００円

聴講生 １単位に相当する授業について １４，８００円

特別聴講学生 １単位に相当する授業について １４，８００円

研究生 月額 ２９，７００円

特別研究学生 月額 ２９，７００円

※授業料が改訂された際は、改訂後の額が適用されます。

●非正規生の退学・懲戒・除籍

正規生に準じます。

●非正規生への証明書発行について

正規生に準じます。

研究生及び特別研究学生の研究期間について●

研究生及び特別研究学生の研究期間は、入学を許可された日から１年以内です。ただ

し、研究期間が終了した際、引き続き研究を継続しようとする者は、学長の許可を受けて

研究期間の延長をすることができます。

問合せ先◆
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葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

５－２．本学における学生氏名の取扱いについて

本学学生の氏名は、戸籍簿記載の氏名により取扱うことを原則としていますが、学生から

の申し出により、旧姓名を使用することができます。旧姓名の使用が認められた学生に係る

証明書等各種文書には、旧姓名が使用されます。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

５－３．総合研究大学院大学の名称等の英語表記について

大学名●

総合研究大学院大学 The Graduate University for Advanced Studies

(Grad.Univ.Advanced Studies)

研究科名●

文化科学研究科 School of Cultural and Social Studies

物理科学研究科 School of Physical Sciences

高エネルギー加速器科学研究科 School of High Energy Accelerator Science

複合科学研究科 School of Multidisciplinary Sciences

生命科学研究科 School of Life Science

先導科学研究科 School of Advanced Sciences

専攻名●

○文化科学研究科

地域文化学専攻 Department of Regional Studies

比較文化学専攻 Department of Comparative Studies

国際日本研究専攻 Department of Japanese Studies

日本歴史研究専攻 Department of Japanese History

メディア社会文化専攻 Department of Cyber Society and Culture

日本文学研究専攻 Department of Japanese Literature

○物理科学研究科

構造分子科学専攻 Department of Structural Molecular Science

機能分子科学専攻 Department of Functional Molecular Science

天文科学専攻 Department of Astronomical Science

核融合科学専攻 Department of Fusion Science

宇宙科学専攻 Department of Space and Astronautical Science

○高エネルギー加速器科学研究科

加速器科学専攻 Department of Accelerator Science

物質構造科学専攻 Department of Materials Structure Science

素粒子原子核専攻 Department of Particle and Nuclear Physics

○複合科学研究科

統計科学専攻 Department of Statistical Science
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極域科学専攻 Department of Polar Science

情報学専攻 Department of lnformatics

○生命科学研究科

遺伝学専攻 Department of Genetics

基礎生物学専攻 Department of Basic Biology

生理科学専攻 Department of Physiological Sciences

○先導科学研究科

生命体科学専攻 Department of Biosystems Science

光科学専攻 Department of Photoscience

学会報告、学術論文における本学の記載●

○学会報告

和文：総合研究大学院大学

英文：The Graduate University for Advanced Studies（Sokendai）

or Grad．Univ．Advanced Studies

○学術論文

和文：総合研究大学院大学［・……‥］専攻

［基盤機関の住所］

英文：Department of［…‥…・］

The Graduate University for Advanced Studies（Sokendai）

［address：基盤機関のaddress］

※本学の学生が行った研究、本学の各種プログラムによる研究成果に対して

は、上記体裁にて本学の名称を記載すること。

※本学の各種プログラムにより行われた研究を公表する場合には、その旨の謝

辞を述べること。

(例) 本学「共同研究」等に対する謝辞

The present study was（partially）supported by the Joint Studies Pro-

gram of The Graduate University for Advanced Studies（Sokendai）．

※発表論文等は、１部を本部（図書館保管）へ送付すること。

５－４．各種連絡先

●総研大・葉山本部の各種問い合わせ先 （2006.3月現在）

項目 担当部署

総合研究大学院大学 事務局 附属図書館 葉山高等研究センター

〒240-0193 神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）

学生の身分異動（休学・退学等） 教育研究企画室教務係

履修・成績（他大学における履修を含む） ℡：046-858－1523

学位 kyomu1@soken.ac.jp

証明書発行

教員免許

学生相談 教育研究企画室学生厚生係
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授業料等免除 ℡：046-858－1525

厚生補導 kousei@soken.ac.jp

課外活動

各種奨学金（日本学生支援機構）

学生教育研究災害傷害保険

授業料の納付、督促 財務室経理係

授業料振替口座の届出、口座の変更 ℡：046-858－1514

keiri@soken.ac.jp

日本学術振興会特別研究員 学術国際室研究協力係

各種奨学金（民間財団ほか） ℡：046-858－1539

知的財産権 kenkyo@soken.ac.jp

先導科学研究科

留学生関係 学術国際室国際交流係

（留学生に関する資格申請・証明書発行・ ℡：046-858－1527

奨学金・支援） kokusai@soken.ac.jp

全学事業 全学事業推進室

（学生セミナー・総研大レクチャーほか） ℡：046-858－1503

oida@soken.ac.jp

図書館関係 情報基盤推進室

℡：046-858－1587

oits@soken.ac.jp

●各基盤機関の専攻担当係 （2006.4月現在）

専 攻 連絡先研究科

文化科学 地域文化学専攻 国立民族学博物館 研究協力課研究協力係

研究科 比較文化学専攻 〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10-1

℡：06－6878－8236 souken@idc.minpaku.ac.jp

国際日本研究専攻 国際日本文化研究センター 研究協力課研究支援係

〒610-1192 京都府京都市西京区御陵大枝山町3-2

℡：075－335－2052 senkou@nichibun.ac.jp

日本歴史研究専攻 国立歴史民俗博物館 研究協力課研究教育係

〒285-8502 千葉県佐倉市城内町117番地

℡：043－486－4361 kenkyo@ml.rekihaku.ac.jp

メディア社会文化 メディア教育開発センター

普及促進部研究協力課大学院等部門専攻

〒261-0014 千葉県千葉市美浜区若葉2-12

℡：043－298－3452 h18_daigakuin@nime.ac.jp

日本文学研究専攻 国文学研究資料館 管理部総務課研究協力係

〒142-8585 東京都品川区豊町1-16-10

℡：03-3785-7131(内線216) kenkyo@nijl.ac.jp
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物理科学 構造分子科学専攻 自然科学研究機構 岡崎統合事務センター

研究科 機能分子科学専攻 国際研究協力課大学院係

〒444-8585 愛知県岡崎市明大寺町字西郷中38

℡：0564－55－7139 r7139@orion.ac.jp

天文科学専攻 国立天文台 総務課研究支援係

〒181-8588 東京都三鷹市大沢2-21-1

℡：0422－34－3772 KENKYU@nao.ac.jp

核融合科学専攻 核融合科学研究所 研究連携課研究企画係

〒509-5292 岐阜県土岐市下石町322- 6

℡：0572－58－2024 kenkyou1@nifs.ac.jp

宇宙科学専攻 宇宙科学研究本部 国際学術課大学院係

〒229-8510 神奈川県相模原市由野台３－１－１

℡：042-759-8012 graduate@isas.jaxa.jp

高エネル 加速器科学専攻 高エネルギー加速器研究機構

ギー加速 物質構造科学専攻 総務部研究協力課大学院教育係

器科学研 素粒子原子核専攻 〒305-0801 茨城県つくば市大穂1-1

究科 ℡：029－864－5128 kyodo2@mail.kek.jp

複合科学 統計科学専攻 統計数理研究所 総務課研究協力係

研究科 〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7

℡：03－5421－8708 kenkyo@ism.ac.jp

極域科学専攻 国立極地研究所 総務課学術振興係

〒173-8515 東京都板橋区加賀1-9-10

℡：03－3962－4714 kyokuiki@nipr.ac.jp

情報学専攻 国立情報学研究所 研究協力課大学院係

〒101-8430 東京都千代田区一ツ橋2-1-2

℡：03－4212－2110 daigakuin@nii.ac.jp

生命科学 遺伝学専攻 国立遺伝学研究所 総務課総務係

研究科 〒411-8540 静岡県三島市谷田1111

℡：055－981－6720 info-soken@lab.nig.ac.jp

基礎生物学専攻 自然科学研究機構岡崎統合事務センター

生理科学専攻 国際研究協力課大学院係

〒444-8585 愛知県岡崎市明大寺町字西郷中38

℡：0564－55－7139 r7139@orion.ac.jp

先導科学 生命体科学専攻 葉山本部 学術国際室研究協力係

研究科 光科学専攻 〒240-0193 神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）

℡：046－858－1539 kenkyo@soken.ac.jp
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